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古
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滅
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＼~＼＼亙ii五＼I亙il亙li至極i
来

鮮

由

回

の

内エ製博士JI！.京大4手生名著l"；主主受

木
と
紙

と
で
造
ら

れ
た
日
本

の
都
市
の

中
に
あ
っ

て
、
東
京

の
丸
の
内

一
種
は
、

全
部
が
不

燃
建
築
で

構
成
さ
れ

て
い
る
一

つ
の
特
例

で
あ
る
。

と
れ
が
た

め
、
大
正

一
一
一
年
の

大
震
火
災

に
也
、
昭

和
二

O
年

の
大
戦
災

に
も
、
と

と
に
あ
る

建
築
物
の

殆
ん
ど
全

部
が
無
事

で

あ

っ

た
。
・
中
に

は
二
三
火

災
の
厄
に
あ
っ
た
も
の
ホ
な
い
で
は
な
か

っ
た
が
、
モ
れ
は
間
半
に
火
一
苅
と
な
っ
た
家

一
軒
だ
け
で
、
他
に
延
焼
し
て
迷
惑
を
及

ぼ
し
た
も
の
は
た
か
っ
た
。
全
部
が
不
燃

建
築
で
出
来
て
い
る
地
域
と
し
て
は
、
賞

然
の
と
と
た
が
ら
、
他
の
場
所
に
く
ら
べ

で
は
誠
に
珍
ら
し
い
所
で
あ
る
と
言
わ
－
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
あ
の
土
地
一
帯
の
防
火
建
築

群
は
、
ど
う
し
て
出
来
上
っ
た
か
と
い
う

に
、
そ
れ
は
決
し
て
自
然
に
出
来
上
っ
た

も
の
で
は
な
く
、
そ
と
に
は
、

そ
れ
相
官

た
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
に
少

し
く
筆
者
が
調
べ
た
も
の
と
、
人
か
ら
聞

い
た
と
と
と
も
包
も
と
と
し
て
、
そ
の
基
く

と
と
る
を
記
し
て
み
た
い
と
思
う
。

。

元
米
丸
の
内
の
土
地
は
固
有
で
あ
っ
た

の
が
、
明
治
一
一
一
一
年
に
三
菱
に
梯
い
下
げ

ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
句
本
件
に
闘
す

る
一
事
項
が
明
治
二
二
年
一

O
月
九
日
の
米

京
市
区
改
正
委
員
舎
に
附
議
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
が
、
首
時
の
議
事
録
を
み
る
と
、

委
員
長
芳
川
瀬
正
氏
は
、

次
ノ
議
案
ハ
丸
ノ
内
摘
下
ノ
件
ニ
シ
テ

：
・
：
是
ハ
皇
居
ニ
モ
接
近
ス
ル
場
所

ユ
ヘ
齢
リ
見
苦
シ
キ
建
築
ヲ
セ
ヌ
様
ナ

ル
方
法
ヲ
設
ケ
テ
挽
下
ヲ
篇
サ
ン
ト
ス

ル
ニ
ア

u鰭
ル
ニ
建
錨
侮
倒
ハ
未
h
m
m
掠
繊
博
士
と
に
、
日
本
の
帝
都
に
ふ
さ
む
し

布
ノ
温
ヒ
ニ
歪
ラ
ス
依
テ
之
二
代
ユ
ル
い
建
築
b
L
ず
る
の
に
は
、
ど
ん
な
も
の
に

ノ
綴
件
ヲ
付
シ
テ
錦
下
ル
カ
昆
メ
放
ラ
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
と
相
談
さ
れ
、

ニ
本
奮
ノ
意
見
ヲ
問
ハ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
東
京
市
の
金
程
は
と
も
か
く
と
し
て
、
少

り

く

と

も

皇

居

外

苑

の
直
前
で
あ
る
丸
の
内

と
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
で
審
議
の
結
果
だ
け
は
、
敵
洲
諸
園
山
首
都
に
ひ
け
を
と

揖
下
地
ノ
内
街
路
＝
泊
ヒ
五
間
以
内
ニ
ら
た
い
よ
う
な
建
築
と
す
べ
き
で
あ
る
と

建
物
ヲ
寓
ス
ト
キ
ハ
石
造
蟻
瓦
謹
又
ハ
い
う
結
論
に
達
し
、
先
十
蹴
洲
大
都
市
の

土

麗

ニ

隈

ル

内

シ

云

々

建

築

法

規

を
調
べ
、
と
れ
に
の
っ
と
っ
て

と
い
う
僚
件
付
で
梯
下
げ
る
と
と
に
な
っ
丸
の
内
の
建
築
b
L
企
釜
ナ
べ
し
と
な
し
、

た
の
で
あ
る
。
と
の
土
地
の
梯
下
げ
に
際
建
物
の
高
さ
の
決
定
の
際
の
如
き
、
在
国

し
て
、
と
う
い
う
僚
件
を
つ
け
た
と
と
は
氏
は
曾
禰
博
士
を
伴
っ
て
、
馬
場
先
の
石

賞
時
山
政
府
と
し
て
は
、
誠
に
大
出
来
で
垣
の
上
に
登
っ
て
、
丸
の
内
の
原
を
た
が

あ
っ
た
と
一言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然

め
な
が
ら
研
究
を
重
ね
て
、
軒
高
を
地
盤

し
た
だ
、

ζ

れ
だ
け
の
僚
件
が
ろ
っ
た
だ
上
約
五

O
尺
と
す
る
と
い
う

．
馬
場
先
述

け
で
は
、
た
と
え
そ
れ
が
誠
宜
に
ん
す
ら
れ

p
の
あ
の
建
物
の
規
模
を
定
め
、
三
菱
自

た
と
し
て
も
、
今
日
の
よ
う
な
不
燃
建
築

・
ら
が
建
築
す
る
場
合
に
は
勿
論
の
と
と
、

物
の
集
圏
が
で
き
る
わ
け
に
ご
い
か
な

い

他

人
が
と
の
土
地
に
建
築
を
起
す
場
合
で

の
だ
が
、
私
が
大
撃
を
卒
業
し
て
凶
の
な
も
、
三
菱
で
定
め
た
一
定
の
規
格
に
よ
る

い
時
分
、
常
時
三
菱
の
建
築
顧
問
で
あ
っ
煉
瓦
造
か
石
造
の
建
物
を
建
て
る
の
で
な

た
曾
剛
達
蔵
博
士
は
丸
の
内
の
建
築
の
白
け
れ
ば
、
土
地
を
貸
さ
な
い
と

い
う
と
と

来
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
意
味
の
話
を
に
し
た
の
だ
、
と
の
と
と
で
る
っ
た
。

し
て
く
れ
た
。。

三
菱
が
丸
の
内
の
土
地
の
姉
下
げ
を
受

け
る
と
、
山
口
同
時
の
三
菱
の
大
群
説
荘
間
平

五
郎
氏
は
．建
築
顧
問
の
ジ
ヨ

サ
イ
ア
1

・

コ
ン
ド

ル
博
士
と
、
建
築
技
師
の
曾
繭
述

。

( 2、

か
く
し
て
、
あ
の
土
地
に
最
初
に
出
来

た
家
は
三
菱
の
本
枇
で
、
馬
場
先
通
h
p
の

鍛
冶
橋
に
向
っ
て
左
側
の
、
大
名
小
路
ハ
都

麗
舎
や
千
代
間
銀
行
の
西
側
の
道
路
）
と

の
交
叉
賠
の
角
に
位
置
し
、
明
治
二
七
年



の
瓦
に
竣
功

し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
そ

れ
か
ら
順
次

に
建
築
が
進

ん

だ

の

だ

が
、
明
治
四

十
二
、
一
一
一
年

の
頃
に
は
、

馬
場
先
週
h
v

は
大
名
小
路

迄
左
右
各
四

棟
（
地
上
三

階
、
地
下
一

階

の

煉

瓦

造
、
た
だ
商

業
舎
議
所
と

奮
明
治
生
命

館
の
建
物
だ

け
は
二
階
建

で
あ
っ
た

が
、
高
さ
は

大
盟
他
の
三

階
建
と
そ
ろ

っ
て
い
た
）

中
通

P
は、

馬
場
先
通
り

か
ら
東
京
騨

よ
h
y
の
表
側

だ
け
、
左
右
各
三
棟
歩
つ
（
何
れ
も
棟
瓦

浩
二
階
建
）
計
一
回
線
に
過
ぎ
や
、
そ
れ

以
外
に
は
、
鍛
冶
橋
内
の
東
京
府
轟
の
建

物
は
前
か
ら
あ
っ
た
が
、
警
硯
麗
（
現
在

の
第
一
相
互
館
の
と
と
ろ
）
が
出
来
た
ば

か
h
y
、
東
京
騨
や
帝
国
劇
場
は
工
事
中

で
、
そ
の
他
は
全
く
荒
涼
た
る
野
原
で
あ

っ
て
、
コ
一
菱
が
原
の
首
無
し
事
件
な

E
も

あ
っ
た
物
騒
な
所
で
あ
っ
た
。
然
る
に
一

方
す
ぐ
近
く
の
日
比
谷
の
交
叉
賦
附
近
の

場
所
（
現
在
の
三
信
ピ
ル
な

E
の
附
近
の

所
）
は
、
屋
敷
跡
乞
仕
切
っ
て
、
自
由
に

木
造
の
家
左
建
て
る
と
と
が
出
来
た
の

で
、
商
店
、
飲
食
店
な
ど
が
軒
を
つ
ら
ね

て
段
賑
を
倒
め
、
一
一
一
菱
が
原
と
比
較
し
て

著
し
い
封
照
乞
示
し
て
居
た
。

。

日
常
目
前
に
と
れ
を
み
て
い
た
三
菱
の

首
事
者
の
一
部
に
は
、
従
来
三
菱
が
と
り

つ
つ
あ
っ
た
土
地
政
策
が
、
耐
火
構
造
の

家
b
L
建
て
る
の
で
な
け
れ
ば
土
地
左
貸
さ

な
い
、
と
い
う
，よ
う
に
あ
ま
h
p
に
厳
重
な

た
め
K
、
土
地
hz此
m
pて
家
を
建
て
る
も

の
が
極
め
て
動
く
、
土
地
の
種
展
を
阻
害

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
土
地
使
用
の

僚
件
を
緩
和
し
て
、
所
に
よ
っ
て
は
木
造

建
築
も
可
能
な
ら
し
め
た
な
ら
ば
、
た
ち

ま
ち
に
し
て
舎
枇
や
商
店
が
櫛
比
す
る
に

至
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
う
し
た
ら
ど
う

か
と
い
う
意
見
が
起
っ
て
、
可
及
－
P
具
躍

的
に
と
の
方
向
に
進
険
し
つ
つ
あ
っ
た
と

と
る
、
嘗
時
尚
三
菱
合
資
舎
枇
管
事
で
あ

っ
た
荘
田
平
五
郎
氏
は
、
三
菱
が
と
の
土

地
の
経
替
に
嘗
っ
て
い
る
の
は
、
一
－
K
日

本
の
首
都
に
ふ
さ
わ
し
い
街
衡
の
建
設
左

志
し
て
い
る
の
で
、
決
し
て
と
の
土
地
に

よ
っ
て
目
前
の
利
径
を
あ
げ
よ
う
と
い
う

よ
う
な
考
は
な
い
と
と
を
説
い
て
、
絡
に

と
の
木
造
建
築
に
よ
る
速
成
設
を
採
用
し

な
か
っ
た
、
と
い
う
と
と
で
る
る
。

正3) 

。

も
し
と
れ
を
事
賓
だ
と
す
れ
ば
、
あ
れ

だ
け
の
面
積
の
場
所
に
立
減
た
防
火
都
市

の
見
本
が
出
来
上
る
よ
う
に
準
い
た
荘
岡

氏
の
功
績
は
、
わ
が
園
の
都
市
計
釜
史
上

に
特
筆
す
べ
き
も
の
と
思
う
。

単
に
と
れ
を
地
債
の
高
昇
と
い
う
冊
掛
か

ら
だ
け
み
て
も
、
目
前
の
利
に
と
ら
わ
れ

た
い
で
反
っ
て
大
利
を
撞
た
好
適
例
と
い

ゐ
ね
ば
た
ら
た
い
。
ゐ
が
闘
防
火
都
市
の

建
設
が
唱
え
ら
れ
る
と
と
久
し
き
に
か
か

わ
ら
歩
、
仲
々
に
賓
を
結
ば
沿
い
今
日
、

b
れ
わ
れ
は
明
治
の
品
目
に
於
て
防
火
都
市

建
設
の
範
を
示
し
た
荘
田
氏
の
撞
識
に
劃

し
て
甚
大
友
る
敬
意
を
表
せ
ざ
る
を
得
た

い
の
で
あ
る
。
ハ
骨
層
圏
聞
は
丸
の
内
ピ
ル
街
〉



火

災

鳥
取
大
火
は
色
々
の
意
味
に
於
て
各
方

面
に
相
首
の
反
響
を
奥
え
て
い
る
。
先
A
Y

五
千
戸
以
上
の
大
火
と
言
え
ば
、
火
災
固

と
し
て
有
名
な
我
固
に
於
て
も
数
え
る
程

し
か
な
い
。
明
治
時
代
に
は
東
京
四
回
ハ
吉

原
大
火
、
．紳
回
大
火
等
）
、
大
阪
二
回
（
北

の
大
火
、
南
の
大
火
）
、

新
潟
一
回
、
富

山
二
問
、
函
館
一
回
、
青
森
一
回
の
計
十

一
回
、
大
正
時
代
に
は
関
東
大
震
災
に
よ

る
東
京
、
横
潰
の
超
世
界
記
録
的
大
火
以

外
に
は
な
い
。
昭
和
時
代
に
な
っ
て
有
名

注
函
館
大
火
、
静
岡
大
火
、
そ
れ
に
今
回

の
鳥
取
大
火
の
三
回
が
明
治
以
後
の
記
録

の
全
部
で
あ
る
。
（
戟
災
に
よ
る
も
の
を

除
く
）
終
戦
後
有
名
な
大
火
に
飯
問
、
那
珂
語

能
代
、
熱
海
、
上
松
、
鷹
ノ
梨
、
松
坂
等

が
あ
っ
て
、

吾
々

に
科
接
的
防
火
封
策
の

必
要
性
を
痛
切
に
感
じ
さ
せ
て
い
た
が
、

更
に
大
規
模
な
鳥
取
大
火
に
よ
っ
て
、
そ

の
感
を
一
層
強
め
た
。

雑

威

・・画・

貨．

日
本
損
害
保
険
協
曾
災
筈
織
防
部
長

≫界

作

-

消
防
戦
術
と
し
て
初
期
消
火
乞
完
全
に

た
し
と
げ
る
篤
め
に
は
同
時
に
出
動
出
来

る
自
動
車
ポ
ン
プ
四
基
を
必
要
と
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
果
し
て
中
小
都
市
に

於
て
、
と
の
機
械
力
を
維
持
す
る
と
と
が

可
能
で
あ
る
う
か
。
現
在
の
消
防
力
で
大

火
を
未
然
に
防
止
出
来
る
自
信
の
あ
る
都

市
が
畿
つ
あ
ろ
う
か
。
木
造
都
市
乞
護
る

錫
め
に
は
、
焼
け
る
前
に
潟
政
者
は
も
っ

と
毘
飢
陀
防
火
針
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
消
防
力
の
強
化
の
必
要
は
言
う

迄
も
な
い
が
、
と
れ
と
平
行
し
て
都
市
の

改
造
、
郎
ち
都
市
計
査
に
よ

P
都
市
を
防

火
的
に
幾
つ
も
の
プ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
飛

火
火
災
配
防
止
す
る
箆
め
に
屋
根
を
悉
く

瓦
又
は
土
丹
茸
に
改
修
し
、
耐
火
建
築
に

よ
る
防
火
帯
を
作
る
等
現
在
の
防
災
科
皐

を
動
員
し
て
都
市
を
火
災
か
ら
設
ら
な
け

れ
ば
、
住
宅
難
の
解
決
は
覚
束
な
い
。
年

々
復
興
し
て
い
る
様
に
見
え
る
住
宅
も
．

買
は
そ
の
三
分
の
一
は
火
災
十
翁
め
陀
失

宇

わ
れ
て
い
る
。
と
れ
で
は
楽
の
河
原
の
石

積
で
仲
々
目
的
を
達
し
な
い
。

最
近
「
被
災
都
市
復
興
促
進
法
案
」
が

研
究
さ
れ
て

い
る
と
か
聞
い
て
い
る
が
、

災
筈
都
市
に
閤
庫
援
助
を
す
る
こ
と
も
必

要
だ
が
、
焼
け
る
前
K
中
小
都
市
の
防
火

改
造
、
少
な
く
と
も
飛
火
危
険
を
防
止
す

る
矯
め
の
屋
根
改
修
位
は
即
刻
闘
店
援
助

に
よ
っ
て
で
も
宜
行
し
て
も
ら
い
た
い
。

話
は
飛
ぶ
が
各
地
で
計
設
さ
れ
玄
い
た

共
済
組
合
に
よ
る
火
災
類
似
保
険
も
鳥
取

の
大
火
を
見
て
地
域
的
に
は
成
h
y
立
た
た

い
と
と
を
知
っ
て
、
中
止
し
た
も
の
も
相

首
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

鳥
取
大
火
の
損
害
額
は
二
百
億
闘
と
稿

せ
ら
れ
て
い
る
が
、
披
近
の
全
国
一
ヶ
年

分
に
近
い
損
害
額
を
一
件
の
火
災
で
計
上

し
て
い
る。

そ
れ
に
し
て
も
火
災
保
険
の

支
郷
額
は
六
億
困
足
ら
歩
と
一言
わ
れ
て
い

る
か
ら
、
僅
か
一
－
一
%
位
し
か
保
険
を
利
用

し
て
い
な
か
っ
た
と
と
に
な
る
。
せ
め
て

五
割
位
も
保
険
を
付
け
て
い
た
ら
思
う
儲

な
復
興
も
早
く
出
来
る
で
あ
ろ
う
が
洩
念

で
あ
る
。

今
般

p
に
大
火
の
標
準
を
冗
百
戸
以
上

焼
失
に
沿
い
て
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
の

大
火
を
都
道
府
鯨
別
に
表
示
す
る
と
共
の

様
で
あ
る
。
（
次
良
表
）

と
の
表
か
ら
、

ω、
明
治
、
え
正
、
昭
和
を
十
五
年
毎
に

区
切
っ
て
大
聞
の
傾
向
を
見
る
と
、
文

化
の
進
む
陀
つ
れ
て
大
火
は
漸
次
減
少

し
て

い
る
。

ω、
大
火
は
明
治
、
大
正
時
代
は
北
海
道

東
北
地
方
、
北
陸
を
中
心
と
し
た
日
本

海
に
商
し
た
地
方
、
東
京
、

榊
奈
川
、

静
同
、
大
阪
、
兵
庫
、

長
野
地
方
に
多

か
っ
た
が
、
昭
和
時
代
に
な
る
と
以
上

の
地
方
か
ら
東
京
、
紳
奈
川
、
大
阪
、

兵
出
等
文
化
の
著
し
く
殻
建
し
た
地
方

が
除
か
れ
て
い
る
。
と
れ
は
東
京
、
大

阪
、
横
演
、
紳
戸
等
の
大
都
市
は
科
接
・

消
防
の
充
宜
、
都
市
計
護
の
質
行
、
一
小

燃
建
築
の
増
加
に
よ
っ
て
、
馬
鹿
々
々

し
い
大
火
を
一
一
臆
克
服
し
て
い
る
様
に

思
わ
れ
る。

問
、
四
閥
、
九
州
、
山
陽
地
方
及
奈
良
、

京
都
、
滋
賀
地
方
は
比
較
的
大
火
の
憾

史
に
乏
し
い
が
、
そ
の
殆
ん
ど
が
木
造

都
市
で
あ
－る
以
上
は
最
悪
の
僚
件
が
草

I" A 、
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な
れ
ば
大
火
に
な
る
危
険
性
が
多
分
に

あ
る
か
ら
油
断
は
禁
物
で
あ
る
。
松
阪

市
は
五
十
年
も
火
事
ら
し
い
火
事
が
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
遂
に
大

火
を
出
し
た
。
火
事
ら
し
い
火
事
が
な

い
と
い
う
都
市
が
却
っ
て
油
断
し
て
い

る
矯
め
に
、
大
火
に
な
る
危
険
性
も
考

え
ら
れ
る
。

従
来
の
消
防
は
消
火
消
防
第
一
で
あ
っ

た
が
、
終
戦
後
は
消
火
消
防
に
平
行
し
て

猿
防
消
防
に
重
黙
を
世
く
様
に
な
っ
た
。

消
防
の
樹
致
は
議
防
消
防
の
護
速
に
よ
っ

て
火
災
が
た
く
な
る
と
と
で
あ
る
が
、
言

う
べ
く
し
て
仲
々
困
難
た
問
題
で
あ
る
。

殊
に
強
防
消
防
の
効
果
は
仲
々
数
字
で
現

わ
れ
な
い
か
ら
や

p
に
く
い
仕
事
で
あ

る
。
然
し
と
と
に
限
ら
れ
た
範
園
だ
が
東

京
消
防
臓
の
議
防
課
か
ら
面
白
い
数
字
を

伺
っ
た
。
そ
れ
は
進
駐
軍
宿
舎
に
強
防
夜

察
佐
行
い
、
勧
告
通
り
に
改
修
し
た
結
果

は
次
の
通
り
四
年
後
に
は
出
火
件
数
、
焼

失
坪
数
共
に
約
五
分
の
一
に
減
少
し
て
い

る
。

（
昭
和
二
十
一
年
度
の
指
数
佐
一

O

O
と
し
て
指
数
で
表
示
す
る
）

年

度

出

火

件

数

焼

失

坪

数

一

一

一

一

O
O

一
0
0

二

二

五

四

六

一

二

三

二

九

三

七

二

四

二

三

二

O

恐
ら
く
日
本
の
各
都
市
も
消
防
の
議
防

諜
察
の
勧
告
に
従
っ
て
改
修
工
事
を
貧
行

ず
れ
ば
、
と
れ
に
近
い
結
果
が
得
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
る
ろ
う
か
。

現
に
鳥
取
市
に
於
て
も
吾
々
の
防
火
講

演
舎
に
田
溢
博
士
は
袋
川
土
手
の
引
揚
者

住
宅
の
取
除
き
を
勧
告
し
た
が
、
賀
行
が

出
来
な
か
っ
た
矯
め
、
と
れ
が
橋
渡
し
と

な
っ
て
鳥
取
市
の
繁
華
街
左
焼
き
議
し

た
。
と
の
橋
渡
し
が
た
か
っ
た
ら
損
害
は

恐
ら
く
五
分
の
一
乃
至
一
一
一
分
の

一
位
で
情

ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

消
防
首
局
、
各
種
防
火
に
閥
係
る
る
岡

閥
、
日
本
損
害
保
険
協
合
等
の
懸
命
の
努

力
に
よ
る
防
火
運
動
に
も
か
か
わ
ら
や、

人
口

の
増
加
と
文
化
の
護
法
は
出
火
件
数

を
漸
次
増
加
さ
し
て
い
る
。
然
し
損
害
額

（
焼
失
川
町
数
）
は
傾
向
と
し
て
漸
減
し
て

い
る
。
外
岡
の
例
を
見
て
も
文
化
岡
家
程

出
火
件
数
が
増
加
し
、
損
害
額
が
減
少
し

て
い
る
の
は
事
質
で
あ
る
。

年

度

出

火

件

数

焼

失

坪

数

二
一
一
回
、
実
。

一、
D
志、八八均

一
一
一
一
一
〈
、八口六

一‘一七ん
J

一ニ八

一
一
一
一
一
一
七
．0
一一
ニ
七
七
五
、
二
一
一
一
九

二

四

一

八

、
四
八
四
九
－
八ベ
九九

二
五
一
九
二
一
四
五
六
九
二
．
主
一

一一六

二一、ニニ一
一一

七一七．七五一

昭
和
九
年
の
函
館
大
火
は
函
館
市
を
し

て
思
い
切
っ
た
都
市
計
寄
た
消
防
施
設
の

完
備
を
促
し
た
。
と
れ
が
矯
め
昭
和
九
年

迄
毎
年
の
様
に
繰
返
し
て
い
た
大
火
も
跡

を
た
ち
、
共
後
二
十
年
間
は
目
ぼ
し
い
火

災
が
た
く
な
っ
た
。
静
岡
市
も
昭
和
十
五

年
の
大
火
と
昭
和
二
十
年
の
戦
災
で
思
い

切
っ
た
都
市
計
蓑
を
賀
行
し
、
殊
に
安
倍

川
方
面
か
ら
の
火
災
を
喰
い
止
め
る
矯
め

鍛
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
牒
替
、
市
替
の
ア

パ
ー
ト
群
を
扉
風
の
様
に
計
霊
的
に
建
て

大
火
の
未
然
防
止
に
努
力
し
て
い
る
。

鳥
取
大
火
は
画
館
、
静
附
の
大
火
と
共

に
昭
和
の
三
大
大
火
と
言
わ
れ
て
い
る
が

そ
の
復
興
も
函
館
、
静
岡
に
劣
ら
な
い
程

度
に
防
火
モ
ヂ
ル
都
市
と
し
て
建
設
さ
れ

る
と
と
佐
望
む
次
第
で
あ

p
、
叉
と
の
様

に
復
興
す
る
と
と
は
耐
を
持
じ
て
嗣
と
す

る
結
必
と
も
な
る
。
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団

法

卒

皐

十
称
だ
。
胤
中
校
は
、
例
年
の
泊
り
、
卒
業
生

を
治
り
出
し
た
り
、
新
入
生
を
迎
え
た
り
で

な
か
な
か
忙
し
い
。
私
の
い
る
血
中
校
で
も
、

つ
い
先
頃
、
数
百
名
の
卒
業
生
に
ま
じ
え
て

約
二
十
名
の
来
い
建
築
家
を
快
に
怠
っ
た
。

そ
の
卒
業
生
廷
の
た
め
に
・
下
級
生
が
中

心
に
な

っ
て
、
怠
別
コ
ン
パ
を
倦
・
す
か
ら
、

本
に
も
出
席
す
る
よ
う
に
、
と
の
案
内
を
受

け
た
の
で
、
出
て
見
た
。
曾
場
は
、
机
を
並

べ
か
え
た
、
い
つ
も
の
製
圃
宝
で
あ
る
。
幹

事
役
の
準
生
が
、
開
舎
の
僻
を
述
べ
終
っ
た
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都市不燃化は

耐
火
建
築
促
進
法
は
五
月
十
六
日
参
議

院
を
通
過
し
、

三
十
一
日
公
布
、
卸
日
賞

施
せ
ら
れ
た
。
都
市
不
燃
化
の
理
想
は
更

に
一
歩
、
大
き
〈
前
進
さ
せ
ら
れ
た
。
邦

家
の
た
め
誠
に
朗
報
と
謂
わ
ね
ば
な

ら

ぬ
。
回
塗
平
曲
学
博
士
は
と
の
法
律
の
成
立

を
闘
っ
て
、
格
戦
後
一
一
一
つ
目
の
喜
び
と
し

古
橋
濯
手
の
世
界
新
記
録
の
樹
立
、
湯
川

博
士
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
の
受
賞
に
も
優
る
感

滋
と
讃
え
ら
れ
た
。
久
し
く
と
の
法
律
の

出
現
笠
待
望
し
て
や
ま
な
か
っ
た
我
々
の

獄
事
も
と
の
上
は
な
い
。
唯
、
と
の
や
う

念
劃
期
的
と
も
言
う
べ
き
新
法
の
生
れ
出

先
と
と
が
、
園
舎
内
に
は
破
防
法
の
舌
戟

に
花
が
咲
き
、
巷
聞
に
は
五
二
－
一

O
事
件

の
あ
ら
し
が
吹
い
て
、
新
聞
に
も
、
ラ
ジ

オ
に
も
殆
ん
H
C
顧
み
ら
れ
歩
、
僅
か
二
、

介木玉

三
行
の
記
事
、
数
言
の
放
迭
に
し
か
報
ぜ

ら
れ
な
い
で
、
世
聞
か
ら
は
何
等
の
関
心

も
、
注
目
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
に
は
、
一
沫
の
心
淋
し
さ
も
禁

じ
難
い。

終
戟
の
直
後
、
あ
の
荒
慶
し
た
焼
野
ケ

原
に
立
っ
た
と
き
、
我
々
は
本
賞
に
木
と

竹
と
紙
の
家
陀
住
む
も
の
の
惨
じ
め
さ
b
L

知
っ
た
。
然
か
も
間
も
な
く
、
村
松
町
、

新
宮
市
、
飯
岡
市
、
那
珂
祷
町
と
大
火
が

績
き
、
踊
井
に
は
大
震
災
ま
で
起
き
て
、

験
後
に
残
さ
れ
た
大
切
た
菟
災
都
市
ま
で

が
、
次
々
と
植
民
け
て
ゆ
く
の
を
見
て
は
、

流
石
花
火
事
は
江
戸
の
華
な

E
と
負
け
惜

し
み
も
言
っ
て
い
ら
れ
た
い
と
と
に
な
っ

た
。
幸
い
穂
司
令
部
の
良
き
指
導
も
あ
っ

て
、
我
固
か
ら
火
災
園
の
汚
名
を
除
か
う

と
の
聾
は
至
る
と
と
ろ
に
盛
hv
上
っ
た
。

一
時
は
防
火
救
固
と
言
う
よ
う
な
言
葉
さ

え
流
行
っ
た
。
防
火
思
想
の
啓
蒙
普
及
、

消
防
力
の
整
備
強
化
、
都
市
不
燃
化
の
設

計
金
受
は
、
総
ゆ
る
人
々
の
口
の
端
に
乗

せ
ら
れ
て
、
今
日
で
は
少
く
と
も
識
者
に

は
常
識
化
さ
れ
た
か
に
見
え
る
。

け
れ
ど
も
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
咋
年

末
ま
で
の
六
ヶ
年
閣
に
、
全
国
の
出
火
件

数
は
十
禽
九
千
二
百
三
十
八
件
の
多
き
に

上

p
、
年
々
の
平
均
は
一
高
八
千
二
百
六

件
を
算
え
、
焼
失
面
積
は
五
百
三
十
五
高

二
千
九
百
五
十
六
坪
に
及
ん
で
、
毎
年
平

均
三
十
九
高
二
千
百
六
十
坪
が
焼
け
、
共

損
害
額
は
九
百
八
十
五
億
五
千
八
百
六
十

六
寓
二
千
八
百
固
の
巨
額
犯
逮
し
、
一
年

平
均
百
六
十
四
億
二
千
六
百
四
十
四
高
三

千
八
百
固
と
言
う
驚
く
可
き
数
字
佐
示
し

て
い
る
（
闇
家
消
防
踊
調
）
。
そ
の
上
に
、

能
代
市
、
熱
海
市
、
上
松
市
、
松
坂
市
、

小
同
原
市
と
次
か
ら
弐
へ
と
大
火
が
績
き

途
に
今
回
の
鳥
取
市
の
大
火
と
な
っ
て
、

一
躍
に
し
て
五
千
戸
の
家
佐
喪
い
、
二
百

億
闘
の
財
貨
は
友
忙
し
て
能
っ
た
。
正
に

悲
劇
で
あ
る
。
倍
々
孜
々
と
し
て
再
建
さ

れ
て
ゆ
く
家
々
は
、
斯
う
し
て
片
っ
端
か

ら
焼
け
失
せ
て
ゆ
く
。

終
戦
後
約
四
百
禽
戸
と
稿
さ
れ
た
住
宅

の
不
足
は
、
人
口
の
増
加
そ
の
他
の
理
由
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か
と
思
う
と
、
「
先
生
方
、
何
か
お
認
を
｜

｜
」
と
来
た
。
毎
年
の
例
な
の
で
あ
る
が
、

特
に
今
年
は
、
私
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
話
レ

た。
今
日
は
、
諸
君
の
送
別
曾
だ
と
聞
い
て
、

私
は
、
ふ
と
指
を
折
っ
て
見
た
。
す
る
と

何
と
今
年
が
、
卒
業
後
尚
三
十
年
に
常
っ
て
－

い
る
で
は
な
い
か
。
「
十
年

一
昔
」
と
す
れ

弘ゆ
h
U
船団’’
a

－

ば
、
も
う
＝
一
普
に
も
な
る
。
だ
が
、
そ
ん
な

に
時
間
が
た
つ
た
と
は
、
何
と
し
て
も
思
わ

れ
な
い
。
私
達
の
卒
業
の
時
は
、
謝
恩
舎
の

席
上
・
先
生
方
に
謝
刷
慨
を
逮
ベ
る
役
割
が
私

に
常
った
が
・
な
に
し
ろ
、
第
一
次
快
界
大

鞍
直
後
の
、
景
叙
の
よ
い
時
で
、
み
ん
な
就

臓
先
も
も
う
き
ま
っ
た
し
、
殊
に
私
は
、
そ

の
年
の
巾
に
ド
イ
ツ
に
剛
副
準
が
出
来
そ
う
だ

と
い
う
の
で
、
す
っ
か
り
い
い
叙
に
な
っ

て
、
「
わ
れ
わ
れ
の
前
途
は
、
洋
々
た
る
も

の
が
あ
り
ま
す
」
と
や
っ
て
し
ま
っ
た
。

す
る
と
、
今
は
亡
〈
な
ら
れ
た
が
、
震

時
、
工
圃
宇
部
長
で
あ
ら
れ
た
指
揮
本
靖
先
生
が

「
今
、
路
震
の
前
途
は
洋
々
た
る
も
の
が
あ

る
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
何
が
洋
々
た

る
も
の
か
。
諸
君
の
前
途
に
は
．
濁
泌
が
港

巻
い
て
い
る
」
と
い
っ
て
、
大
い
に
た
し
な

め
、
戒
め
ら
れ
た
こ
と
を
、
ま
だ
昨
日
今
日
・

の
よ
う
に
舞
え
て
い
る
。

あ
れ
か
ら
・
も
ち
三
十
年
。
民
に
、
参
m町

2
う
だ
。
「
意
志
あ
る
臨
問
、
必
ず
遁
あ
り
」

を
信
僚
と
し
て
、
最
初
志
し
た
方
向
に
‘
壇
－

【7可



は
あ
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
一一一
百
五
十
高

戸
の
不
足
を
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
深
刻
な

住
宅
難
は
少
し
も
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

公
営
住
宅
が
建
て
ら
れ
、
住
宅
金
融
公

庫
が
生
れ
、
二
本
建
の
住
宅
封
策
は
着
々

と
進
め
ら
れ
、
之
に
要
す
る
園
や
地
方
公

共
圃
慌
の
負
婚
も
決
し
て
少
い
も
の
で
は

な
い
。
殊
に
そ
の
何
れ
に
於
て
も
耐
火
建

築
の
普
及
、
奨
励
に
意
を
用
い
ら
れ
て
い

る
と
と
も
一
つ
こ
つ
に
止
ま
ら
な
い
。
け

れ
ど
も
忌
樺
な
く
言
え
ば
未
だ
何
か
献
け

て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
都
市
の
不
燃
化

我
闘
特
有
の
大
火
危
険
の
根
絶
に
釣
し
で

は
大
切
な
根
本
的
な
兵
櫨
策
が
誹
ぜ
ら
れ

て
来
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ペ
ニ
シ
リ
ン
が
行
き
渡

p
、
後
防
法
射

が
利
い
て
、
病
気
は
直
ぐ
に
治
る
し
、
恐

し
い
悼
染
病
も
時
ん
ど
完
全
に
泣
く
防
過

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
我
闘
に

は
結
桜
患
者
の
数
は
減
ら
な
い
。
と
れ
は

問
単
に
皆
柴
の
問
題
で
は
な
く
て
結
局
は
岡

民
の
一
人
々
々

の
陣
位
の
改
善
に
侠
た
ね

ば
な
ら
ぬ
。
根
本
的
な
厚
生
施
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
1

火
の
用
心
の
宜
停
が
行
き
届
き
、
消
防
施

設
が
整
備
さ
れ
て
も
、
今
の
ま
ま
の
都
市

の
姿
で
は
、
大
火
の
危
険
は
い
つ
ま
で
も

不
可
避
の
宿
命
た
背
負
わ
さ
れ
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

今
日
ま
で
に
も
、
防
火
地
区
や
建
築
基

準
な

E
K闘
し
、
建
築
及
拶
消
防
の
法
律

保
令
が
数
多
く
制
定
賓
施
さ
れ
た
。
し
か

し
是
等
は
何
れ
も
、
建
築
主
に
負
婚
を
命

歩
る
ば
か
h
p
で
、
都
市
不
燃
化
の
た
め
の

貢
献
に
は
何
等
酬
い
ら
れ
る
も
の
が
無

い
。
こ
れ
で
は
い
か
に
百
法
あ
っ
て
も
そ

の
働
行
は
難
か
し
い
。
今
日
の
よ
う
な
苦

し
い
私
経
済
の
下
で
は
、
良
い
と
判
っ
て

い
て
も
、
無
理
は
出
来
な
い
。
出
来
た
い

と
と
は
強
い
ら
れ
な
い
。
そ
と
で
法
令
が

あ
る
の
に
特
例
が
認
め
ら
れ
、
規
定
が
あ

る
の
に
取
締
が
経
和
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
ん
な
法
令
が
無
い
よ

P
も
却
っ
て
悪
い

結
果
を
招
い
て
い
る
や
う
に
さ
え
思
わ
れ

る
と
と
が
あ
る
P

都
市
不
燃
化
の
た
め
に
は
も
っ
と
強
力

な
法
律
が
欲
し
い
。

そ
の
励
行
を
裏
付
け

る
よ
う
な
同
若
は
地
方
公
共
闘
健
か
ら
の

柿
助
が
望
ま
し
い
。
と
れ
は
我
々
の
久
し

い
以
前
か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た
。
機
合
あ

る
毎
に
耐
火
建
築
に
到
す
る
助
成
金
制
度

の
必
要
を
唱
え
つ
づ
け
て
来
た
の
も
、
そ

の
た
め
で
あ
っ
た
。
幸
い
J

建
設
省
住
宅

局
で
も
、
円
十
く
か
ら
と
の
問
題
の
調
布
を

念
が
れ
、
一
昨
年
に
は
一
つ
の
法
案
を
刑

意
し
て
、
そ
れ
に
．
要
す
る
議
算
を
計
上
さ

れ
、
大
破
省
で
も
之
を
察
れ
て
五
億
闘
の

支
出
乞
内
定
さ
れ
た
と
聞
い
た
が
、
不
幸

に
も
と
の
法
案
は
共
筋
か
ら
認
め
ら
れ
4
y

k
留
保
さ
れ
て
終
っ
た
。
賞
時
の
我
々
の

孫
臓
は
言
葉
に
つ
く
せ
ぬ
も
の
で

あ
っ

た
。
け
れ
H

と
も
一
旦
は
設
算
も
査
定
さ
れ

た
し
、
建
設
省
首
局
に
於
い
て
も
初
志
左

捨
て
歩
更
に
研
修
楠
正
を
τ

績
け
ら
れ
て
い

る
の
佐
知
っ
た
の
で
、
必
A
Y
次
の
機
品
開
の

あ
る
と
と
と
之
を
期
待
し
た
。
共
後
一
ヶ

年
建
設
省
で
は
、
構
を
更
め
想
を
練

p
直

し
推
離
を
重
ね
て
、
防
火
建
築
帯
b
江
主
題

と
す
る
耐
火
建
築
助
成
法
案
を
起
草
さ

れ
、
之
に
要
す
る
初
年
度
珠
算
十
四
億
齢

を
要
求
さ
れ
た
。
今
度
と
そ
は
と
そ
の
成

行
役
柴
ん
だ
が
意
外
に
も
奮
臓
の
大
蔵
省

の
昭
和
二
十
七
年
度
珠
算
案
奈
定
で
は
、

そ
の
全
額
が
削
除
さ
れ
た
と
の
悲
報
に
接

し
、
暫
く
は
唯
呆
然
と
天
を
仰
い
で
長
大

息
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

然
し
、
そ
れ
か
ら
約
一
週
間
、
建
設
省

首
局
の
文
字
通
り
不
眠
不
休
の
努
力
と
、

同
合
内
建
設
委
員
台
、
不
燃
化
議
員
連
盟

の
代
議
士
諸
彦
の
超
黛
抵
的
協
力
、

U
A
ぴ

之
に
呼
臆
す
る
民
間
同
志
圏
位
の
熱
烈
な

運
動
と
が
、
質
を
結
ん
で
、
議
算
閣
議
に

於
て
二
億
凶
の
復
活
珠
算
が
認
め
ら
れ
、

之
に
恭
い
て
法
案
は
遂
に
岡
合
に
提
出
さ

れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
法
律
は
都
市
に
於
け
る
耐
火
建
築

物
の
建
築
を
促
進
し
て
防
火
建
築
幣
を
浩
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ニ
無
二
品
叫
ん
で
来
た
つ
も
り
な
の
だ
が
、
今
・

に
な
っ
て
仮
P
遜
っ
て
見
る
と
、
何
一
つ
山
内

来
た
も
の
は
な
い
。
自
分
で
は
怨
ん
で
い
る

特
例

p
で
も
、
濁
抽
闘
に
岨
押
し
流
さ
れ
て
、
本
需

は
後
戻
り
を
し
て
し
ま
つ
で
い
る
ら
し
い
。

現
に
、
東
京
透
り
の
衡
の
姿

一
つ
を
眺
め
て

も
、
三
十
年
前
と
い
え
ば
、
闘
米
大
震
災
の

了
度
前
年
で
、
建
物
は
古
い
な
が
ら
も
、
町

並
は
美
し
〈
倣
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
あ
の

大
震
災
と
今
度
の
戦
災
で
、
見
る
彩
も
な
〈

な
り
、
な
る
料
、
最
近
は
蛍
々
た
る
ピ
ル
も
・

新
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
口
、

ほ
ん
の
少
徴
で
、
大
部
分
の
商
店
街
は
、
バ

ラ
ッ
ク
の
集
闘
で
あ
り
、
山
の
手
ω
邸
削
に

は
、
ま
だ
焼
跡
に
雑
草
が
生
え
繁
っ
た
ま
ま

の
所
が
多
い
。
建
物
だ
け
を
見
て
も
、
三
十

年
前
に
較
べ
て
、
治
歩
し
た
と
は
、
お
附
鮮

に
も
い
え
な
い
。
結
問
、
わ
れ
わ
れ
建
築
家

は
、
何
を
し
て
来
た
こ
と
か
？
前
注
に
は

濁
流
が
逆
を
い
て
い
る
ぞ
、
と
戒
め
ら
れ
た

恩
師
の
言
葉
が
、
品
開
り
に
も
よ
〈
狩
っ
て
、

思
ろ
し
い
よ
う
な
鉱
さ
え
す
る
。

〈亀 1

こ
れ
は
、
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
災
枇
曾
に

飛
び
出
そ
う
と
す
る
済
人
濯
の
、
志
筑
を
－

a

樹
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
話
す
課
で
は
決
し
て
な

い
。
人
生
は
短
か
い
。
山
噌
店
頭
に
な
る
日

が
、
驚
く
ほ
ど
早
〈
来
る
。
だ
か
ら
、
最
初

か
ら
、
品
開
裂
し
っ
か
り
日
療
を
き
め
て
、
頑

張
ら
な
い
と
・
何
事
も
出
来
な
い
内
に
、
一

生
が
終
っ
て
し
ま
う
ぞ
、
と
い
う
こ
と
を
、

は
な
け
む

門
山
川
の
銭
と
し
て
－

mし
上
げ
た
か

っ
た
の
で



成
し
、
火
災
共
他
の
災
害
の
防
止
を
阿
る

と
共
に
、
土
地
を
A
H

m
的
に
利
川
し
、
ま

た
木
材
資
源
の
浪
投
節
約
に
資
し
、
以
て

公
共
の
幅
枇
に
寄
興
す
る
と
と
を
闘
的
と

し

（
第
一
保
）
全
文
は
二
十
七
僚
か
ら
成

っ
て
い
る
が
、
之
を
要
約
す
る
と
、

（
一
）
各
都
市
の
防
火
地
域
の
中
か
ら
中

心
商
業
地
繁
華
街
な
ど
を
濯
ん
で
防
火
建

築
替
を
指
定
し
、
強
問
な
防
火
線
を
造
っ

て
都
市
不
燃
化
の
徹
氏
を
期
す
る
代
り
、

そ
と
に
耐
火
建
築
物
を
山
地
築
す
る
例
入
日
入

は
地
方
公
共
同
慨
に
約
し
て
は
、
川
門
家
か

ら
も
制
助
金
を
出
し
て
、
耐
火
浩
L
」木
造

と
の
椋
市
建
築
貨
り
来
柏
の
一
却
を
負
推

し
よ
う
と
す
る
と
と
。

つ
一
）
防
火
山
地
築
都
内
の
耐
火
建
築
物
は

総
べ
て
竪
本
な
建
築
に
限
り
、
防
火
的
効

川市
と
土
地
の
高
度
の
利
川
と
を
巧
ほ
し
て

原
則
と
し
て
三
階
建
以
上
の
も
の
を
揃
え

よ
う
と
し
た
と
と
の

U
A
び

（
一一一
〉

防
火
建
築
都
の
完
全
な
造
成
を
妨

げ
る
よ
う
な
地
主
や
併
地
権
者
が
い
る
と

き
は
首
該
地
方
公
共
闘
慨
に
そ
の
土
地
の

使
則
を
認
め
る
注
を
講
じ
で
あ
－
る
と
と
等

で
あ
ろ
う
。
是
等
は
何
れ
も
容
易
な
ら
ね

難
問
に
位
首
り
し
た
も
の
で
、
都
市
不
燃

化
の
大
目
的
を
貰
き
、
大
火
危
険
の
根
絶

に
遁
進
し
よ
う
と
す
る
、
若
々
し
い
情
熱

と
温
ま
し
い
建
設
の
精
神
乞
盛

p
込
ん
だ

謂
わ
ば
型
破
り
の
立
法
と
も
許
す
べ
舎
で

あ
ろ
う
。

併
し
乍
ら
と
の
法
律
は
、
そ
の
名
隔
が

耐
火
建
築
助
成
法
か
ら
、
都
市
防
火
建
築

帯
造
成
促
進
法
、
更
に
現
在
の
耐
火
建
築

促
進
法
と
改
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
初
期
の

内
詐
か
ら
は
幾
多
の
補
修
改
正
が
加
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
見
逃
が
せ
な

い
。
ま
た
磯
村
仲
の
山
開
係
で
、
宜
施
の
初
期

花
町
つ
て
は
、
指
定
都
市
の
数
に
も
、
ま

た
制
助
金
の
支
給
に
も
、
勢
い
制
限
乞
見

れ
ぬ
こ
と
で
も
あ
る
う
。
け
れ
ど
も
こ
の

よ
う
な
劃
期
的
な
法
律
が
生
れ
出
た
と
と

は
甲
山
に
暁
天
の
光
明
を
仰
ぐ
に
も
似
た
え

さ
な
存
び
で
な
！
Jιば
な
ら
ぬ
。

我
凶
か
ら
え
火
の
脅
威
乞
根
絶
し
、
火

災
閣
の
川
名
を
雲
ぐ
こ
と
が
出
来
る
か
否

か
は
、
今
後
我
々
同
民
が
如
何
に
と
の
法

律
の
迷
川
を
見
守
れy
、
如
何
に
と
の
法
律

所
期
の
目
的
の
法
成
を
．
袋
墜
し
て
ゆ
く
か

に
か
か
ろ
う
F

勿
論
と
の
法
律
に
は
未
だ

物
足
ら
ぬ
黙
も
少
く
な
い
。

併
し
今
日
ま

で
の
辻
飴
曲
折
の
跡
を
辿
れ
ば
立
法
者
の

苦
心
も
白
か
ら
明
ら
か
に
せ
ら
れ
主

5
0

一
気
町
成
に
完
き
左
望
む
と
と
は
如
何
に

難
か
し
い
か
を
納
得
出
来
る
。
と
れ
ら
は

す
べ
て
今
後
の
改
正
陀
侠
た
ね
ば
注
ら
ぬ

と
と
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
と
と
も

ま
た
我
々
の
と
の
法
律
に
封
す
る
閥
心
の

度
合
の
傑
構
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え

る
。
英
同
で
は
最
近
ま
た
大
戦
の
経
験
に

鑑
み
、
新
情
勢
に
印
し
て
、
都
市
不
燃
化

の
念
を
新
た
に
し
、

一
六
六
六
年
倫
敦
大

火
後
の
同
家
的
施
策
を
回
顧
し
て
、
政
治

的
、
財
政
的
の
構
想
を
練
り
直
し
つ
つ
あ

る
と
一
百
う
。
都
市
を
不
燃
化
す
る
、
大
火

危
険
乞
棋
絶
す
る
と
一
育
う
と
と
は
最
い
や

単
な
る
夢
や
従
想
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
既
陀
明
治
の
初
め
、
円
以
時
東
京
府
知

事
で
あ
っ
た
・
川
利
公
正
氏
は
、
明
治
二
年

と
四
年
の
銀
座
の
火
事
を
見
て
、
点
京
の

小
心
地
銀
座
界
隈
を
不
燃
化
し
、
は
米
風

な
近
代
的
市
街
を
築
か
う
と
、
政
府
要
路

を
説
い
て
、
土
地
を
買
い
上
げ
、
い
比
派
な

地
瓦
造
の
銀
座
泊
り
乞
造
り
上
げ
た
c

そ

の
総
費
用
は
百
八
十
飴
開
制
で
あ
っ
た
・と

せ
円
う
が
、
そ
の
頃
は
政
府
の
歳
入
歳
出
の

総
議
算
が
四
千
八
百
島
凶
で
あ
っ
た
と
言

う
か
ら
そ
の
四

υ
に
も
治
る
。
誠
に
幣
く

べ
を
英
断
で
あ
っ
た
と
一一行
わ
ね
ば
な
る
ま

い
。
大
正
十
年
関
東
え
震
災
の
あ
と
後
必

新
平
氏
も
ま
た
あ
の
雄
河
な
復
興
計
京
在

樹
て
て
世
人
の
眼
左
舷
ら
せ
た
。
と
れ
ら

先
人
の
卓
見
在
室
し
く
中
途
挫
折
さ
せ
て

終
っ
た
の
も
、
会
く
岡
氏
の
側
…
闘
心
と
h
熱

気
力
以
外
に
は
な
か
っ
た
と
も
憾
ま
れ
る

新
し
く
生
れ
た
法
律
を
活
か
す
も
殺
す
も

ま
た
、
と
れ
か
ら
の
我
々
が
ど
れ
だ
け
都
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私
の
‘
こ
の
認
を
、
新
卒
業
免
的
時
間帯刷

も
・
京
厚
生
諸
君
も
、
し
ん
み
り
と
附
い
て

い
て
〈
れ
た
。
だ
が
貨
は
、
私
向
山
到
が
老
人

ぶ
っ
て
、
こ
ん
な
話
を
し
た
課
で
は
決
し
て

な
い
。
務
い
一冗
奴
の
よ
い
新
学
業
生
諸
制
に

負
け
な
い
よ
う
に
、
私
も
、
も
う

一
段
、
＝
一

十
年
前
の
、
あ

の
日
の
以
持
ち
に
か
‘
υ
返
っ

て
、副長

一
文
ハ
ト
の
努
力
が
出
来
る
か
ど
－
v

か
、
自
分
山
「
立
志
力
」
を
・
品
以
後
的
に
、

強
〈
試
し
て
見
ょ
う
と
、
深
〈
剛
山
い
山
止
め
る
－

mが
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

( 9 ) 



川
川
鳥
取
市
の
大
火
毒
機
曹
に
川
川

歩1;
H疋施

挙平法田

材料例究所 Ii:

ゴ二博Z匹工

預

言

の

的

中

焼
失
家
屋
約
五
千
戸
、
損
害
額
約
二

O

O
億
凶
と
い
う
終
戦
後
最
大
の
鳥
取
大
火

が
起
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
の
町
は
筆
者
が
昭
和
二
十
四
年
十
一

月
九
日
に
賓
地
踏
完
を
行
い
、
都
市
の
性

格
・
地
勢
・
気
象
・
出
火
率
・
都
市
構
成
・

建
築
物
等
の
諸
賠
か
ら
診
断
し
て
、
人
口

割
合
か
ら
見
て
大
火
危
険
度
最
大
、
筆
者

の
分
類
法
に
よ
れ
ば
最
下
級
の
「
七
級
都

市
」
と
い
う
の
に
嵐
し
、
二
八

O
日
郎
ち

約
九
ヶ
月
K
－
回
の
割
合
で
大
火
が
起
つ

で
も
や
む
を
得
た
い
よ
う
た
献
態
に
あ

る
、
と
い
っ
て
響
鎮
を
刷
乱
打
し
て
・
お
い
た

都
市
な
の
だ
が
、
不
幸
に
も
謙
一
日
の
適
中

を
見
て
し
ま
っ
た
。
昨
秋
の
小
岡
原
の
大

火
、
今
年
一
月
の
仙
華
銀
座
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
大
火
等
と
共
に
、
都
市
の
防
火
診
断
を

始
め
て
以
来
と
れ
で
第
一

O
間
闘
の
汲
想

泊
中
で
、
今
日
ま
で
に
貰
地
踏
夜
し
た
都

市
教
七
四
に
封
し
て
、
貰
に
一
・
四
割
の

泊
中
率
を
示
し
て
い
る
。

筆
者
が
鳥
取
市
の
大
火
危
険
度
を
全
図

的
に
見
て
最
高
で
あ
る
、
と
診
断
し
た
根

撮
は
、
簡
間
半
で
は
な
い
が
、
先
・
予
「
組
織
」

の
酷
か
ら
見
て
は
、
市
民
の
聞
に
「
防
火

委
員
合
」
の
如
き
自
衛
組
織
が
出
来
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
上
と
の
土
地
は
年
間
平

均
七
日
に
一
回
の
暴
風
率
で
、
金
問
的
に

見
て
も
相
官
嵐
の
強
い
都
市
で
あ

p
な
が

ら
、
市
民
の
防
火
敬
育
が
不
充
分
で
、
平

均
一

O
日
に
一
件
の
出
火
率
を
示
し
、
人

口
六
高
齢
の
小
都
市
と
し
て
は
、
金
園
的

に
見
て
も
出
火
率
最
高
の
部
類
に
麗
し
、

ど
う
見
て
も
市
民
の
防
火
思
想
が
高
い
と

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

科
接
的
都
市
防
火
は
「
組
織
」

・
「
教

育
」
・
「
施
設
」
の
コ
一段
構
え
で
、
と
れ

等
が
綜
合
的
に
効
果
を
護
揮
す
る
よ
う
に

工
夫
し
、
努
力
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と

い
う
の
が
筆
者
の
日
頃
の
主
張
で
あ
る
が

鳥
取
市
の
場
合
は
、
い
わ
ば
組
織
に
於
て

も
敬
育
に
於
て
も
扶
け
る
所
が
大
き
か
っ

た
の
で
あ
る
。
然
し
、
そ
れ
以
上
に
筆
者

を
し
て
憂
慮
せ
し
め
た
も
の
は
、
岡
市
の

防
火
施
設
で
あ
っ
た
。

鳥
取
市
の
消
防
施
設

鳥
取
市
の
消
防
力
乞
物
的
方
面
か
ら
見

れ
ば
1

常
駐
自
動
車
ポ
ン
プ
六
華
（
火
災

官
時
、
そ
の
内
の
三
華
が
故
障
し
て
い
た

と
聞
く
の
は
誠
に
遺
憾
の
極
み
で
あ
る
）

は
、
人
口

一
湾
入
賞

p
約
一
査
で
、
と
の

比
率
は
ハ
故
障
率
さ
え
な
く
ぽ
〉
金
闘
的

に
見
て
必
歩
し
も
低
い
方
で
は
た
か
っ
た

の
だ
が
、
た
と
え
六
牽
が
六
裏
完
全
に
動

い
た
と
し
て
も
、
肝
腎
の
水
利
が
十
分
で

な
く
、
消
防
の
弾
丸
に
事
扶
く
欣
態
に
あ
、

っ
た
と
と
は
、
既
に
昭
和
二
十
四
年
十
一

月
に
筆
者
が
現
地
に
於
て
指
摘
し
た
所
ず

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

常
備
消
防
現
在
員
僅
か
に
四
三
名
と
い

う
の
が
、
筆
者
の
調
査
し
た
首
時
の
数
字

で
あ

p
、
と
れ
ま
た
金
図
的
に
見
て
中
以

下
で
あ
る
と
と
を
注
意
し
て
置
い
た
が
、

と
の
数
字
も
今
回
の
大
火
賞
時
に
於
て
増

加
し
て
い
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。

C lO ) 

鳥
取
市
の
都
市
構
成

筆
者
が
更
に
案
じ
て
い
た
の
は
、
鳥
取

市
の
都
市
構
成
と
建
築
物
の
質
献
で
あ
っ

た
。
即
ち
、
鳥
取
市
は
幸
か
不
幸
か
非
戟

災
都
市
で
あ
る
た
め
、
都
市
計
霊
的
に
は

防
火
上
殆
ど
見
る
べ
き
も
の
が
な
か
っ

た
。
部
ち
、
昭
和
十
八
年
九
月
十
日
の
鳥

取
地
震
の
後
、
都
市
計
霊
は
相
官
改
良
さ

れ
た
筈
だ
の
に
、
例
え
ば
騨
前
，
辿

p
の
如

き
は
、
震
災
前
の
計
蜜
に
よ
る
幅
員
二

0

メ
ー
ト
ル
を
一
三
・
五
メ
ー
ト
ル
に
縮
小

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
調
子
で
あ
る
。
他
戸

の
戟
災
都
市
に
多
く
見
る
よ
う
な
庚
幅
員

の
い
わ
ゆ
る
「
庚
路
」
も
な
く
、
市
内
到



と

東京工業大準教授建築

火防

る
所
が
奮
城
下
町
特
有
の
狭
い
街
路
で
、

自
動
車
ポ
ン
プ
が
速
度
左
出
し
て
走
れ
る

街
路
は
極
め
て
少
く
、
全
然
進
入
で
き
な

い
所
さ
え
少
く
な
か
っ
た
。

然
ら
ば
街
路
の
狭
少
を
補
う
べ
き
公

聞
・
緑
地
が
あ
る
か
と
見
れ
ば
、
在
来
の

会
号
、
止
に

公
聞
と
し
て
久
松
公
園
と
持
絡
公
閣
の
二

つ
が
あ
る
が
、

ど
ち
ら
も
市
街
地
の
東
方

に
嘗
る
山
麓
に
あ
っ
て
、

西
北
風
左
最
多

風
向
と
す
る
鳥
取
市
で
は
、
風
下
の
郊
外

陀
杭
世
し
て
い
る
た
め
、
防
火
上
の
効
果

は
全
然
制
作
で
き
な
い
。
と
の
外
に
は
計

叢
中
の
公
同
・
緑
地
も
な
く
、
傑
か
に
区

劃
繋
現
で
得
ら
れ
た
約
五
%
の
宰
地
を
公

闘
問
地
と
し
て
保
制
し
て
拾
い
た
も
の
さ

え
震
災
や
農
地
関
係
か
ら
住
宅
地
に
充
蛍

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。

「
防
火
地
区
」
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も

の
は
、
職
前
に
は
勿
論
た
か
っ
た
が
、
戦

後
の
昭
和
二
十
四
年
の
秋
に
至
つ
で
も
、

「
準
防
火
地
域
」
の
計
壷
も
ま
だ
樹
て
ら

れ
て
い
な
い
と
い
う
貰
情
に
あ
っ
て
、
と

れ
も
ま
た
会
同
の
諸
都
市
に
比
し
て
著
し

く
後
れ
て
い
た
。
と
れ
に
反
し
て
防
火
上

の
「
危
険
地
区
」
と
認
む
べ
き
も
の
が
、

市
内
の
随
所
に
見
出
さ
れ
た
。
例
え
ば
川

端
一
町
目
か
ら
四
町
自
に
亘
る
地
区
の
如

き
も
密
集
し
た
繁
華
街
で
、
危
険
率
が
高

い
と
見
ら
れ
た
が
、
特
陀
筆
者
を
し
て
府

を
ひ
そ
め
さ
せ
た
の
は
、
水
利
上
の
み
な

ら
歩
、
市
街
地
を
中
央
部
陀
於
て
東
西
に

横
断
す
る
唯
一

の
防
火
帯
と
し
て
、
ま
た

都
市
美
の
上
か
ら
も
最
重
要
と
見
ら
れ
る

袋
川
の
堤
防
上
に
、
引
揚
者
そ
の
他
の
た

め
の
バ
ラ
ッ
ク
が
密
集
し
て
建
設
さ
れ
て

い
る
の
を
見
出
し
た
と
と
で
あ
る
。

「
防
火
上
か
ら
見
て
は
、
正
し
く
鳥
取

市
の
自
殺
行
震
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
る
。
事

情
は
あ
る
に
も
せ
よ
、
建
て
た
者
も
建
て

た
者
だ
が
、
建
て
さ
せ
た
者
も
建
て
さ
せ

た
者
だ
。
建
築
行
政
い
ヂ
こ
に
あ
り
や
と

問
い
た
く
た
る
」
と
ま
で
筆
者
を
し
て
壇

上
か
ら
叫
ば
さ
せ
た
も
の
は
、
買
に
と
の

一
帯
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
呆
然
、
今
回

の
大
火
で
、
若
棲
橋
・
鹿
野
橋
聞
の
堤
防

上
の
バ
ラ
ッ
ク
群
は
．
延
焼
の
橋
渡
し
を

し
て
、
火
は
簡
翠
に
と
の
川
を
跨
い
で
、

南
岸
か
ら
北
岸
へ
と
燃
え
摘
が
っ
て
し
ま

っ
た
の

鳥
取
市
の
建
築
物

せ
め
て
耐
火
建
築
が
集
閥
的
に
で
も
存

在
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
防
火
建
築
幣
ー一

と
な
っ
て
、
大
火
を
阻
止
す
る
効
川
市
が
あ

る
の
だ
が
、
鳥
取
市
内
に
は
、
筆
者
の
調

査
し
た
官
時
に
於
て
、
耐
火
建
築
と
し
て

数
え
ら
れ
る
も
の
は
、
市
鹿
舎

（
一
部
υ
・

鳥
取
電
話
局
・
鳥
取
市
警
祭
器
・
五
蹴
園

（
楽
屋
）
・
牒
立
闘
書
館
本
館
及
び
講
堂
・

鳥
取
放
送
局
・
鳥
取
大
丸
の
儲
か
同
町
八
棟

で
、
し
か
も
こ
れ
が
市
内
に
賦
々
と
散
在

す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

ζ

れ
に
反
し
て

鳥
取
牒
鹿
合
・
市
麗
合
・
検
察
鹿
・
裁
判

所
・
鳥
取
郵
便
局
等
の
守
公
者
を
始
め
鳥

取
大
接
以
下
製
校
と
い
う
副
学
校
の

全
校

舎
、
劇
場
・
映
賓
館
・
翻
光
温
泉
ホ
テ
ル

等
の
白
星
し
い
建
物
は
悉
く
燃
え
易
い
木

遣
で
あ
っ
て
、
一
度
火
が
つ
い
た
が
最
後

火
勢
を
燭
h
p
、
周
謹
に
火
の
粉
k
ま
き
散

す
危
陰
が
甚
だ
大
で
あ
っ
た
。

一
般
民
家
は
、
昭
和
十
八
年
九
月
十
日

の
大
震
災
の
際
、
市
内
全
戸
数
の
約
八

Q

%
が
全
牛
潰
し
、
そ
の
後
漸
次
復
興
し
℃

い
た
が
、
戟
時
中
か
ら
戟
後
へ
か
け
て

の

屋
根
瓦
の
不
足
と
高
債
の
た
め
、
木
端
茸

や
杉
皮
茸
の
建
物
も
相
営
多
く
、
と
れ
等

も
今
回
の
大
火
に
際
し
、
延
焼
を
本
易
な

ら
し
め
、
飛
火
に
よ
る
揖
大
も
助
長
し
た
一

と
見
ら
れ
る
。
参
考
の
た
め
、
鳥
取
市
戸

数
約
一
高
戸
の
建
物
の
構
造
別
竿
よ
る
分

類
を
示
せ
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

耐

火

構

造

約

0
・
一
%

準

耐

火

構

遺

約

二

・

odn

木

構

造

瓦

北

約

七

二

・

oun

ト
タ
ン
茸

約

五

・

odm

杉
皮
（
叉
は
木
端
）
刊
約
二
ハ

・
九
%

草
・
（
叉
は
越
）茸

約

四

・

oun

（
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
現
在
〉

要
す
る
に
、
鳥
取
市
は
、
防
火
組
織
や

防
火
敬
育
の
商
左
暫
く
措
き
、
草
花
「
施

設
」
の
慰
の
み
に
就
て
見
て
も
、
上
記
の

如
く
、
消
防
機
械
設
備
が
不
備
で
あ
hv．

水
利
施
設
が
不
完
全
で
あ

p
、
特
に
防
火

上
か
ら
見
た
都
市
構
成
に
は
致
命
的
依
筒

が
あ
h
y
、
前
向
一
強
風
時
に
出
火
す
れ
ば、

防
火
建
築
帯
で
喰
止
め
得
る
公
算
も
全
然

た
い
と
見
ら
れ
た
の
で
、
筆
者
は
濁
由
闘
の

( 11) 



計
算
式
か
ら
二
八

O
日
化
一
聞
の
割
合
で

大
火
が
出
て
も
驚
く
に
足
り
な
い
貫
情
に

あ
る
、
と
い
っ
て
瞥
告
を
殻
し
た
次
第
で

あ
っ
た
の
で
あ
る。

鳥
取
市
の
み
か
は
！

以
上
筆
者
は
、
鳥
取
市
の
大
火
を
強
言

し
た
根
擦
も
包
概
略
説
明
し
て
来
た
が
、
と

れ
ば
今
更
ら
死
屍
に
鞭
つ
如
く
、
鳥
取
市

の
理
事
者
の
怠
慢
を
責
め
た
り
、
鳥
取
市

民
の
防
火
思
想
の
低
調
さ
を
伶
め
た
り
し

よ
う
と
す
る
杭
り
で
は
毛
聞
な
い
。
読
者

諸
貨
の
注
意
乞
何
一
く
喚
起
し
た
い
の
は
、

鳥
取
市
と
悶
じ
よ
う
な
危
険
な
欣
態
に
置

か
れ
て
い
る
都
市
が
、
特
に
中
小
都
市
に

於
て
、
人
r
H
司令
～同一
到
る
い
臨
に
見
出
さ
れ
る

と
い
ろ
大
き
な
問
題
に
就
て
で
あ
る
。
大

火
の
危
険
に
同
略
さ
れ
て
い
る
の
は
、

決
し

て
鳥
取
ば
か
り
で
は
沿
い
の
で
あ
る
（
許

制
は
抑
制
務
「
初
市
防
火
」
、
相
模
書
房
版
参
照
U

。

現
忙
、
滋
賀
鯨
大
津
市
の
如
き
も
本
年

一
月
十
七
円
、
筆
者
が
人
口
合
h
v
ポ
ン
プ

車
蚕
数

・
人
いJ
数
及
び
水
利
か
ら
見
て
全

国
諸
都
市
中
で
も
H
K
劣
等
と
診
断
し
た
の

で
あ
っ
た
が
、
鳥
取
市
の
大
火
後
、
岡
市

は
あ
わ
て
て
消
防
力
の
強
化
陀
乗
り
出
し

大
火
の
場
合
の
水
脈
一低
下
や
断
水
に
備
え

て苅

琵
琶
湖
の
水
左
消
火
に
前
則
す
ぺ
く

消
防
艇
の
新
浩
や
増
員
左
計
致
し
た
〈
滋

れ
新
聞
附
利
一
一
十
七
年
四
月
一
一
十
八
日
〉
と

聞
く
如
き
も
、
危
険
た
現
紋
左
自
賛
し

て
、
鳥
取
の
二
の
舞
を
演
じ
な
い
た
め
の

備
え
に
全
力
を
注
ご
う
と
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
消
防
艇
一
隻
の
新
進
費

は
二

O
O高
凶
だ
と
あ
る
が
、
鳥
取
市
大

火
の
損
害
ニ

O
O億
凶
に
較
べ
れ
ば
、
僅

か
に
一
一
品
分
の
一
の
経
費
に
過
ぎ
な
い
。

ζ

の
程
度
の
出
費
で
、
幸
い
に
も
大
火
が

喰
止
め
ら
れ
る
と
と
に
な
る
と
す
れ
ば
、

質
に
安
い
も
の
で
は
な
い
か
。
金
岡
の
諸

都
市
が
一
刻
も
早
く
大
津
市
に
倣
わ
れ
ん

こ
と
を
祈
っ
て
や
ま
た
い
。

ど
の
都
市
へ
行
っ
て
講
演
舎
や
座
談
合

を
聞
い
て
見
て
も
、
極
っ
て
聞
か
さ
れ
る

一言
葉
は
「
議
算
が
な
い
か
ら
：
：
：
」
で
あ

る
。
筆
者
に
い
わ
せ
れ
ば
、
な
い
の
は

「
珠
算
」
で
は
な
い
。
「
意
志
」
が
な
い

の
で
る
る
。
大
火
で
全
市
焼
野
原
に
な
る

と
と
左
思
え
ば
、
消
防
珠
算
の
僅
か
な
増

額
位
は
問
題
で
は
な
い
。
と
の
賢
明
な
見

透
し
と
思
い
切
っ
た
踏
切
り
を
市
の
理
事

者
や
指
導
階
級
の
人
建
が
持
っ
て
い
る
か

否
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
都
市
の
運
命
1
1

焦
土
と
化
。
ず
る
か
否
か

l
iは
決
定
す
る

の
だ
と
い
っ
て
も
敢
て
過
一
一
一
員
で
は
な
い
。

都
市
防
火
の
最
終
策

一
に
「
組
織
」
、
二
忙
「
教
育
」
、
三
に

「
施
設
」
。
そ
し
て
施
設
の
第
一
は
「
消

防
」
で
あ

b
、
第
二
は
「
都
市
計
蜜
」
で

あ

p
、第一一一
は
｜
！
と
れ
と
そ
都
市
防
火

の
最
後
の
一
線
で
る
る
が
｜
｜
「
建
築
」

で
あ
る
。
待
望
の
「
耐
火
建
築
促
進
法
案
」

も
愈
々
今
期
閥
合
で
可
決
さ
れ
、
珠
算
僅

か
に
二
億
国
｜
｜
鳥
取
大
火
の
損
害
二
O

O
億
凶
か
ら
見
て
貰
に

一
%
ー
ー
で
は
あ

る
が
、
と
も
か
く
全
閣
の
諸
都
市
に
「
防

火
建
築
帯
」
が
岡
家
の
楠
助
の
下
に
建
設

さ
れ
る
道
が
聞
か
れ
る
に
至
っ
た
。
建
築

行
政
上
の
劃
期
的
な
出
来
事
と
し
て
慶
ぶ

と
北
ハ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
今
後
あ
ら
ゆ
る
努

力
を
傾
け
て
、
と
の
打
ち
込
ま
れ
た
棋
を

棋
大
し
J

今
年
よ

P
は
来
年
、
来
年
よ
れ
ジ

は
来
々
年
と
い
う
風
花
、
全
国
の
大
小
の

都
市
に
防
火
建
築
帯
左
横
大
強
化
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
し
て
今
日

の
い
わ
ゆ
る
「
防
火
建
築
帯
」
が
次
第
化

成
長
し
て
「
防
火
建
築
集
圏
」
に
ま
で
に

育
っ
て
行
け
ば
、
筆
者
が
過
去
三
十
年
間

叫
び
過
し
て
来
た
耐
火
建
築
陀
よ
る
「
不

燃
都
市
」
も
途
に
出
現
を
見
る
と
と
に
な

る
の
で
あ
る
。
今
期
闘
舎
を
通
過
し
た

「
耐
火
建
築
促
進
法
」
と
そ
は
我
同
の
都

市
不
燃
化
が
「
施
設
」
の
商
比
於
て
漸
く

世
界
の
都
市
水
準
に
近
付
く
べ
ど
法
令
的

に
第
一
歩
を
断
み
出
し
た
も
の
と
見
る
と

と
が
出
来
よ
う
。

最
後
に
、
も
う
一
度
繰
返
し
て
強
調
し

て
置
き
度
い
と
と
は
、
い
か
に
組
織
や
敬

育
が
完
全
に
行
を
厨
き
、
消
防
力
が
強
化

さ
れ
て
も
、
都
市
が
現
在
の
よ
う
に
燃
料

に
も
等
し
い
木
と
紙
で
出
来
て
い
る
限

p

鳥
取
市
の
大
火
が
決
し
て
最
後
の
大
火
で

は
な
い
と
と
は
、
不
吉
な
主
う
だ
が
、
猿

言
し
て
置
い
て
も
絶
封
に
外
れ
た
い
と
信

じ
て
い
る
。

何
と
し
て
も
、
都
市
防
火
の
最
終
的
方

策
は
、
蹴
米
先
進
闘
が
既
に
数
世
紀
も
前

に
完
成
し
て
し
ま
っ
て
い
る
通
り
、
耐
火

建
築
群
に
よ
る
民
の
意
味
の
不
燃
都
市
の

建
設
以
外
に
は
た
い
。
と
の
自
明
の
事
賓

が
一
日
も
早
く
金
園
民
の
常
識
と
な
れ
y
、

闘
を
穆
げ
て
の
努
力
が
と
の
賄
に
結
集
さ

れ
て
行
く
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
大
火
は
無
く
な
ら
歩
、

「
火
災
間
日
本
」
の
汚
名
は
永
久
に
雲
ぎ

得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
一
九
五
二
・
五
・
二
附
υ

く12) 



飽
宇
校
火
災
の
撲
滅
い
れ
つ
い
て

ー

一

前
械
に
沿
い
て
、円前
塚
先
生
よ
白
’痛
烈

に
治
小
討
を
国
政
し
、
ま
さ
に
湖
身
例
目
的

の
欣
態
で
あ
る
。
そ
ρ
仇
討
と
い
う
わ
け

で
は
決
し
て
な
い
が
、
地
十
校
施
設
関
係
縫

官
官
の
一
人
と
し
て
、
地
十
校
火
災
の
防
止

に
つ
い
て
の
考
え
、
あ
る
い
は
モ
の
渇
世

に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
て
、
も
し
で
き
れ

ば
僻
併
の
言
K
も
な
ろ
う
と
思
い
、
と
と

に
筆
を
と
っ
た
次
第
で
あ
る
わ

。
。

一
ー

文

部

約

数

育

施

設

部

建

築

指

導

室

長
中

尾

いね
udn 
彦－

成
川
村
勝
十
校
火
災
は
毎
年
毎
年
多
い
。

γ

で
に
昭
和
二
十
二
年
に
於
て
は
、
出
尚
ヂ

校
の
火
災
続
強
に
か
ん
が
み
、
文
部
省
は

行
政
峰
察
委
員
合
主
bJ
、
そ
の
防
止
に
つ

い
て
厳
重
一
な
る
勧
告
を
受
け
た
n

そ
れ
以
来
そ
の
勧
告
に
従
っ

て
、
火
災

防
止
に
種
々
の
措
世
を
と
っ
て
を
た
の
で

は
あ
る
が
、
一
向
に
副
学
校
火
災
は
減
ら
な

い
。
あ
る
と
き
は
増
加
の
現
象
さ
え
み
せ

て
い
る
。

星空校火災統計

~s, 1 ：ユ数｜境川鉄 i__ t~ ず訂l
一一一一 一一一一 (Ji;) (1•1) 
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t襲

最
近
の
統
計
を
第
一
表
に
み
て
み
よ
う

す
な
わ
ち
、
年
々
約
二
五

O
件
、
焼
失

坪
数
約
五
市
内
坪
、
損
害
額
約
一

O
低
凶
の

製
校
火
災
が
起
っ
て
い
る
。

一
年
に
二
五
O
件
と
い
え
ば
、

三
日
に

二
回
の
皐
校
火
災
が
起
っ
て
い
る
わ
け
だ

ま
た
、
焼
失
坪
教
は
一
日
に
約
一
五

O

坪
で
あ

p
、
「
国
軍
校
の
焼
け
ぬ
日
は
な
し
、

七
哉
室
」
と
皮
肉
ら
れ
る
所
以
が
と
と
に

る
る
。第
二
表
を
み
れ
ば
、
一
目
瞭
然
曲
学
校
は

他
の
建
物
を
断
然
ひ
き
離
し
て
、
大
火
災

35 

23 

3ラ

72 

43 

53 

可
i

q

O

4

ワ
u

n
4
E
ο
 

，
，
 

G

U

d

仏
軍

:?41,::JEO I 

77 ,506 I 

139 i 5,030 ¥ 

公

が
多
い
の
で
あ
お
。

と
こ
に
接
校
火
災
の
大
き
な
特
徴
が
あ

る
。
思
十
校
は
出
火
危
険
率
よ
れ
ν
み
る
と
、

件
数
と
し
て
は
そ
れ
程
多
い
と
は
思
え
な

い
が
、
大
火
が
多
い
た

b
人
々

の
印
象
K

も
強
く
捜
り
、
『
母
校
の
火
事
が
多
い
』

と
い
う
と
と
が
強
く
い
わ
れ
る
の
で
あ
る

民
ノ
。
み
に
境
失
坪
散
に
つ
い
て
一
般
位
家
の
場

合
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

わ
が
凶
の
一
入
賞

F
住
宅
保
有
坪
数
bz

恨
P
K
一一
一
坪
と
ナ
る
と
、
人
口
約
八
、
五

O
O寓
人
と
し
て
、
住
宅
の
総
面
積
は
約

二
五
、
五

O
O高
坪
と
見
込
ま
れ
る
。



第3表接校住家の火災比率く昭和26年〉

｜総坪薮｜焼失柑｜附（%〉
峨 I23,563,294 I 札即1/ 0.1鈍
協 ｜抗000.000I五瓦｜工1「J

第

4
表

第
三
表
に
み
る

ご
と
く
、
火
災
損

害
の
基
準
と
な
る

べ
き
住
家
の
火
災

と
比
較
す
る
と
、

製
校
が
毎
年
金
坪

数
の

0
・
一
九

四
%
焼
失
し
て
い

る
の
に
到
し
、
住

家
は

0
・
二
ハ
四

%
で
る
り
、
住
家

の
約
一
・
一
一
六
倍

と
な
っ
て
い
る
。

思
十
校
火
災
時
刻
別
統
計

す
な
わ
ち
、
火
災
焼
失
の
総
量
と
し

て
、
決
し
て
少
い
と
は
い
え
な
い
の
で
あ

る
が
、

一
件
嘗

D
の
接
失
坪
教
の
多
い
こ

と
、
ま
た
出
火
危
険
度
の
大
き
い
と
と
か

ら
み
る
と
、
火
災
件
数
は
多
い
と
は
い
え

歩
、
か
え
っ
て
少
い
の
で
は
な
い
か
、
と

考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か。

。
。

邸一a
校
火
災
の
現
献
を
も
弘治
分
析
し
て
考

え
よ
う
。

第
四
表
は
出
火
の
時
刻
別
統
計
で

あ

る
。
息
子
・
校
に
お
い
て
は
、
午
後
五
時
よ

P

ハ昭利二十六年）

時刻 ｜憾｜境問毅l；銀｜
8 日 397 79 、
9 5 2,256 451 

10 10 €01 60 " 1021干

11 12 408 34 日 12,186主I'

12 15 761 51 i宣 l件r，；.－ り
13 10 5f 4 58 

日年 119縛
14 lG 1.232 77 」J

15 13 . 2,699 208 

16 16 3,248 216 

17 11 1,999 182 

18 14 1,635 117 

19 20 4,636 232 

20 15 3,154 210 

2l 13 3,198 ?46 

22 15 1, 947 150 翁 161件
23 

33,615坪
24 7 2 ,588 369 

正ti件散り
1 11 I 3,074 • 279 
2 7! 1,924! 275 I ぎ 208坪
3 12 2,055' 171 i 

4 2 2,241 l, 121 ! 

5 5 1,117 223 

6 3 703 234 

7 9 285 32 

計 I2日；45,soiJ 

明
朝
の
午
前
八
時
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
無
人

欣
態
と
た
る
。

と
の
統
計
を
み
る
と
、
そ
の
聞
の
火
災

件
数
の
方
が
多
く
、
し
か
も
一
件
首

p
の

焼
失
坪
数
は
、
は
る
か
に
壷
聞
に
比
し
て

多
い
。と
と
に
接
校
火
災
の
第
一
の
そ
し
て
最

も
重
要
な
問
題
駄
が
あ
る
。

現
在
大
多
数
の
接
校
で
は
、
敬
員
を
宿

直
さ
せ
て
夜
間
の
管
理
に
嘗
っ
て
い
る

が
、
と
れ
に
は
二
、
コ
一の
検
討
す
べ
き
事

柄
が
あ
る
。

能
職
後
、
敬
員
組
合
等
を
中
心
と
じ
て

敬
育
者
と
し
て
の
敬
員
に
宿
直
の
義
務
は

な
い
、
と
の
聾
が
強
く
叫
ば
れ
た
。
そ
の

後
宿
直
手
首
の
値
上
げ
と
関
連
し
て
、
あ

ま
h
v
そ
の
聾
は
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
が
、

概
念
的
に
も
ま
た
質
際
上
に
た
い
て
も
、

と
の
黙
に
問
題
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
製
校
の
警
備
の
た
め
だ
と

い
っ
て
、
一
晩
中
、
宿
直
敬
員
が
不
寝
番

b

正
し
て

い
た
の
で
は
、
明
日
の
授
業
に
差

支
え
て
、
教
育
上
甚
だ
困
る
と
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
ま
た
貫
際
、
宿
直
の
敬
員
は

寝
て
し
ま
う
の
が
現
献
で
あ
る
。

宿
直
手
嘗
も
、
睡
限
時
間
と
し
て
九
時

間
を
控
除
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
。

と
の
よ
う
に
、
不
履
帯
在
し
て
は
数
育

上
回
る
し
、
也
事
た
手
首
も
睡
眠
時
間
左
控

除
し
て
い
る
の
に
、
防
火
の
た
め
に
徹
夜

せ
よ
と
い
う
の
は
大
き
な
矛
周
で
あ
る
。

そ
と
で
、
首
然
教
育
者
で
あ
る
教
員
に

よ
る
宿
直
制
佐
駿
止
し
て
、
幕
開
の
建
物

管
理
人
た

P
、
警
備
員
に
き

p
か
え
、
夜

ど
う
し
見
廻
h
p
を
さ
せ
た
ら
、
ど
う
か
と

い
う
と
と
に
な
る
。

東
京
都
に
沿
い
て
は
、
昭
和
二
十
六
年

四
月
よ
h
y
都
立
製
校
に
沿
い
て
数
員
の
宿

直
制
を
金
厳
し
、
専
問
の
警
備
員
制
度
を

と
っ
て
い
る
。

と
の
制
度
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

二、

コ一の
難
臨
を
あ
げ
る
と
、
ま
占
y
第

一
に
敬
員
の
宿
直
制
の
肢
止
は
、
必
然
的

に
敬
員
の
質
質
賃
金
の
低
下
を
き
た
し
、

ひ
い
て
は
敬
員
の
質
の
低
下
を
招
く
と
と

にもは

P
か
ね
な
い
と
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
事
校
の
中
、
最
も
数
の
多
い
市

町
村
立
製
校
に
お
い
て
は
、
現
在
敬
員
の

給
興
等
は
都
道
府
牒
の
負
婚
と
な
っ
て
h
w

p
、
警
備
員
制
度
と
す
れ
ば
首
然
そ
の
費

用
は
市
町
村
の
負
織
と
た
る
と
と
に
た

b

と
と
に
も
困
難
な
黙
が
あ
る
。

し
か
し
、
と
れ
ら
は
技
術
的
な
難
黙
で

あ

p
、
い
わ
ゆ
る
本
質
的
た
問
題
で
は
な

い。

( 14) 



本質的た問題は、警備員制度とす

るととによp、岡家的にどの程度の
利益があるかというととにあろう。

全国の墜校一校嘗hyに二人の笹備

員を世き、一入賞り月七千国の人件

費とすると、年間総計約一O億閣の
経費を必要とする。

年間の製校火災は約一O億国であ
p、警備員制度のため全滅したとし
ても、もともとであれy、事質はて

二割程度に止まると思われるから、

却って出費がかさむととになる。

問題は敬員宿直制鹿止であれジ、と

幼 稚 関 l 3,950,809（悶〉

事 校｜ 1,343,036,148 

中 星島 校！ 7Jfl,618,914 

特 殊 有益 校｜ 13,559,377 

会 日 帝j 高 210,345,059 

定時制 高 57,377,317 

各 種 拳 校｜ E59,672 

温 信 量t 163,818 

計 2, 336.~ ll,114（円〉

昭和2S年度公立製校日直、宿直費第5表

の
費
用
は
第
五
表
に
よ
れ
y
約一一一
－一
億
困
で

る
る
か
ら
、
と
れ
が
全
部
浮
く
と
と
に－な

れ
ば
、
宿
直
制
を
底
止
し
て
警
備
員
制
度

と
す
る
と
と
に
よ

p
約
一
一
二
憶
の
利
盆
と

た

p
、
加
え
る
に
墜
校
火
災
の
減
少
と
な

p
、
一
奉
雨
得
な
の
で
あ
る
。

で
る
る
が
、
現
買
は
机
上
の
理
論
通

p

に
は
い
か
歩
、
教
員
の
宿
直
制
が
敬
員
の

貫
質
賃
金
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
い
る
と

と
。
ま
た
警
備
員
制
度
の
採
用
の
み
を
考

え
る
と
全
然
採
算
が
と
れ
な
い
と
と
、
等

の
難
問
が
あ

p
、
さ
ら
に
根
本
的
に
は
、

後
に
述
べ
る
よ
う
に
製
校
施
設
の
管
理
に

つ
い
て
明
確
な
法
的
根
械
が
な
い

と
と
に
よ
り
、
強
力
な
措
世
を
取

p
得
な
い
現
献
に
tu
る。

？ 
。

消
防
法
第
八
僚
に
よ
れ
ば
、

町一皐
校
、
工
場
、
興
行
揚
・
百
貨
店

危
険
物
の
製
造
所
、
貯
山

mmま
た
は

祇
談
所
、
そ
の
他
市
町
村
長
の
指
定

す
る
建
築
物
そ
の
他
の
ヱ
作
物
の

所
有
者
、
修
理
者
ま
た
は
占
有
者
は

防
火
責
任
者
を
定
め
、
消
防
計
盤
を

た
て
そ
の
訓
練
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な

い。』

と
あ
る
。

と
れ
が
現
行
法
に
沿
い
て
、
墜
校
の
防

火
責
任
b
t
明
ら
か
に
し
た
唯
一
の
も
の
で

あ
る
う
、
市
町
村
立
曲
学
校
の
場
合
、
所
有

者
は
市
町
村
、

管
理
者
は
市
町
村
長
、
占

有
者
は
首
該
接
校
長
、
と
考
え
ら
れ
る
。

大
ざ
っ
ば
に
些
校
防
火
の
責
任
は
市
町

村
側
と
製
校
側
と
に
－
あ
る
と
い
え
る
。

し

か
し
本
僚
に
は
剖
則
の
適
朋
が
な
く
、
従

っ
て
強
力
な
拘
束
力
と
い
う
も
の
は
全
然

な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
と
の
観
念
を
共
睦

的
に
す
る
と
き
、
い
ろ
い
ろ
あ
い
ま
い
な

貼
が
あ

p
、
現
在
消
防
法
の
と
の
精
神
は

必
ヂ
し
も
生
か
さ
れ
て
は
い
な
い
。

曲
学
校
長
は
教
育
者
と
し
て
敬
育
上
の
責

任
は
負
う
て
も
、
間
学
校
建
物
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
責
任
を
負
う
べ
き
で
な
い
と

す
る
暴
論
が
聞
か
れ
る
。

と
の
と
と
に
つ
い
て
は
、

文
部
省
設
行

の「
中
等
感
程
・
高
等
母
校
管
理
の
手
引
」

に
次
の
如
く
明
記
さ
れ
て
い
る
。

司
第
五
章
民
主
的
指
導
者

・
管
制
唱
者
・
教

育
者
と
し
て
の
校
長

校
長
の
義
務
と
責
任

（
幻
）
・
：
：
：
・
。
校
長
は
生
徒
と
職
員
の
健

康
と
嗣
枇
と
を
保
全
す
べ
き
あ
ら
ゆ
る
合
理

的
な
線
妨
と
・
生
徒
の
健
康
と
安
全
と
を
支

配
す
る
法
律
と
規
則
の
服
従
と
に
裁
し
て
責

任
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め

に
、
校
長
は
問
中
校
の
験
員
と
建
物
管
列
者
が

火
災

・
嵐
・
地
震
、
あ
る
い
は
率
校
の
設
備

に
何
か
念
な
危
険
が
起
っ
た
場
合
、
生
徒
の

安
全
と
踊
一
枇
と
に
、
世
話
が
で
き
る
よ
う
な

き
ま
っ
た
計
蜜
を
は
っ
き

P
定
め
る
指
導
性

を
も
っ
て
い
な
〈
て
は
な
ら
な

い
。
：
：

（
部
〉
校
長
は
、
そ
の
管
理
し
て
い
る
建
物
・

土
地

・
設
備
の
保
全
・
操
作
・
使
用
品
干
に
つ

い
て
は
、
直
接
の
責
任
を
も
つ
べ
き
で
あ

る
。
校
長
は
、
そ
の
管
理
下
の
準
校
財
麓
を

定
期
的
に
、
徹
低
的
に
検
閲
す

ペ
き
で
あ

る
。
校
長
は
、
そ
の
勝
校
で
行
う
修
理
維
持

作
業
を
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま

た
数
育
長
が
、
そ
の
組
中
校
に
遣
わ
し
た
維
持

作
業
の
職
人
と
い
え
ど
も
、
そ
の
拳
校
で
仕

事
を
し
て
い
る
聞
は
、
校
長
の
監
督
下
に
鴛

然
お
か
れ
る
の
で
あ
る
。
校
長
は
．
必
要
な

維
持
作
業
ゃ
、
部
結
の
必
要
な
湖
援
を
数
帯
H

長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た

必
要
に
・
版
じ
て
副
耳
東
や
改
良

ω
申
読
を
山
川
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
校
長
は
、
そ
の
時
処
物

の
お
口
問
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
符
る
小
規
模
な

維
持
修
締
作
業
に
針
し
て
直
接
の
貸
付
冗
を
も

つ
べ
き
で
あ
る
』

に15) 

と
の
よ
う
に
校
長
の
防
火
資
任
陀
つ
い

て
、
法
律
的
た
根
操
は
現
在
で
は
極
め
て

薄
い
の
で
あ
る
が
、
一
般
的
世
合
通
念
よ

p
し
て
、
ま
た
文
部
省
で
公
け
に
し
て
い

る
と
の
手
引
の
よ
う
な
考
え
方
に
主

b
、



る制
。訟
の
責
任
治宝

校
長
tと
あ
る
と

考
え
ら
れ

さ
て
、
市
町
村
い
仏
製
校
の
防
火
の
資
任

に
つ
い
て
は
、
市
町
村
側
と
、
製
校
側
に

分
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
と

の
山
の
防

火
の
事
務
あ
る
い
は
貨
任
の
分
婚
が
、
多

く
の
場
合
あ
い
ま
い
な
品
川
で
越
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
と
れ
ば
、
ふ
だ
ん
は
そ
の
ま

ま
そ
れ
で
す
ん
で
し
ま
う
と
と
で
る
る
が

一
度
そ
の
製
校
に
火
災
が
生
十
る
と
、
そ

の
貼
が
大
き
く
あ
げ
つ
ら
わ
れ
、
責
任
川

閣
が
も
つ
れ
て
く
る
。

た
ま
た
ま
火
災
が
生
じ
た
時
に
、
そ
の

責
任
の
あ
い
ま
い
な
貼
が
暴
節
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
と
れ
が
県
校
火
災
の
制
改
の

一
必
凶
と
な
っ
て
い
る
の
で
る
る。

・山
ち
‘
迎
物
の
防
火
技
術
に
つ
い
て
は

い
ろ
い
ろ
の
指
導
者
が
改
行
さ
れ
、
火
山
熱

設
備
に
つ
い
て
、
電
気
設
備
に
つ
い
て
、

そ
の
他
消
火
施
設
地
げ
に
つ
い
て
、
な
す
べ

奇
と
と
は
山
ん
っ
て
い
る
。

し
か
し
そ

μ一
な
ず
人
の
川
組
で
む
h
y

各
々
が
n

〈
れ
は
向
分
の
な
す
仕
事
の
範
凶

で
は
な
い
と
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
な
さ

れ
る
べ

き
と
と
が
、
百
際
に
は
な
さ
れ
な

い
と
と
が
多
い
U

ま
た
同
計
の
川
を
よ
り
以
上
に
桁
位
に

さ
せ
な
い
と
と

に
、
教

H
の
人
市
什
椛
の
川

題
が
る
る
。
敬
員
の
人
事
植
は
都
道
府
牒

の
敬
育
委
員
舎
に
あ
り
、
多
く
の
・
市
町
村

は
敬
員
の
人
事
に
は
あ
や
か
ら
な
い
。
（
敬

ー－－・e・－－－ーーーー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－・・－－－－－－・S ・H ・－ー－－－司，－－－－－・－、

I 

I 
I 

I 

火

投
川
門
で
一
番
故
初
に
火
泌
布

．火
一い
や
け

な
い
布
）
を
作
っ
た
の
は

4
資
源
内
で
あ
る
。

む
し
ろ
そ
れ
よ
り
九
一

、
必
総
の
刷
、
υukdω

花
川
と
一五
う
俳
人
が
火
以
布
の
小
袋
を
所
持

し
て
を
り
別
刷
か
ら
凶
仙
川
縁
を
味
方
に
引
入

れ
る
た
め
贈
っ
た
も

ω
が
ん
と
移
し
て
い
れ
h

。

こ
れ
を
れ
似
て
、
火
山川
十
叩
を
排
え
た
も
の
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
明
ば
ん
で
木
綿
布
左
小

口
ば
か
り
煮
つ
め
、
こ
れ
を
闘
し
乾
し

c
、

川
ぴ
砂
療
の
煮
汁
に
浸
し
て
d
A

叫
し
品
化
か
、〕

て
つ

く
っ
た
イ
ン
チ
キ
製
品
，
た
っ
た
ら
し
い
。

千
賀
源
内
の
明
和
年
川
に
作
成
し
た
も
の
ば
、

本
九
%
に
引
制
か
ら
掠
へ
た
も
の
で
．
出
同
年
万

一7
ン
ダ
人
の
A

イ
ト
が
み
て
女
汲
な
も
め
，
た

とは叫
心
し
た
と
ぷ
は
れ
て
い
る
。

以
内
が
こ
れ
を
作
つ
h

九時
、
江
戸
－ドリ峠々

火
火
が
あ
っ
允
の
だ
、
が
内
は
川
小
片
付
に
山
叩

育
委
員
舎
の
あ
る
市
町
村
を
除
く
）

勿
論
そ
れ
に
は
そ
の
理
由
が
あ
－
P
、
市

町
村
側
が
嘗
然
自
身
の
な
す
こ
と
を
せ
や

涜

布

そ
の
他

都

市

不

燃

化

同
問
削

古

英

正

賀

山川
て
・
六
市
な
訟
を
こ
の
火
必
布
で
綴
ふ
こ

と
を
溢
－一おし
た
。
こ
れ
に
到
し
て
町
本
一
行
の

土
脱
出
岨
前
守
山
返
答
が
、
如
何
に
も
役
人
ら

し
い
。

日
く
、
「
成
料
耐
山
口
い
工
火
で
あ
る
。

し
山
し
、
ん，
ム
九
千
円
御
代
て
っ
き
’
H
A

・バ仏大に

公
ね
倣
っ
て
い
る
0

・F
か
L
治
批
に
政
を
偽

る
も
山
ば
人
生
以
て
第
一
と
す
る
ぶ
針
乞
と

ら
ね
ば
な
ら
ね
。
火
防
山
御
仙
い
は
品
川
大
名
に

と
〔・て
取
役
凶
然
の
役
川
で
、
川
川
に
、
次

中
治
士
山
訓
山
相
の
伐
の
機
Amu

と
な
る
則
松
山

口
的
を
も
う
て
い
る
。
し
か
る

ι火
山
布
を

以
て
防
〈
川
J

、
前
ト
し
作
H

心
に
消
防
を
止

じ
、
粉
砕
一
入
れ
な
い
よ
う
に
な
る
。
防
火
山！μ

創
ら
〈
人

ω
力
と
木
心
力
と
を
以
て
な
す
べ

き
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
心
方
法
に
よ
る
べ
き

で
な
い
。
此
の
よ
と
も
心
川
明
暗
己
水
を
川
出
利

一い侠・
λ

る
よ
う
な
治
一
札
ハ
を
，
i

た
し
九
人
ら
改
め

て
山
・
山
で
る
が
よ
か
ろ
・
つ
」

副
市
校
の
責
任
の
み
を
泊
ぷ
し
勝
ち
に
な
る

と
と
た
防
ぐ
と
と
に
役
志
っ
て
い
る
。

か
く
考
え
る
と
、
早
校
長
と
市
町
村
長

の
川

K
は
共
間
的
陀
防
火
山h
Fつ
い

て
の
氏

任
u
A
ぴ
本
務
の
分
拾
に
つ
い
て
、
あ
る
Mm

わ
協
山
ん
が
必
叫
に
な
っ
て
く
－
u
。
明
校
．
k

’
と
し
て
は
、

ご
の
協
ハ
ん
に
従
っ
て
位
物

ω

維
持
作
引
な
な
す
、

zz
一－一
山
町
村

μ
点

，

れ
K
従

っ
て
．
防
火
地
本

？
な
す
。

と
れ
に
よ

U
川
怖
か
に
バ
レ
校
火
災

ρ
減
少

を
も
た
ら
す
し
父
、
火
災
い山地ヘ
け
れ仁
川
任

問
姐
も
す
っ

き

p
し
て

こ
よ
う
r

と
わ
協
叫
に
川
附
し
て
、
そ
の
胤
添
わ
仰

を
我
な
じ
従
ぃ米

h
h
v

附
山
九
し
て
き
た
ω

ま
も
ん
坑
際
に
訟
制
化
に
計
一ね
し
た
J
．事

校
施
設
法
』
後
が
そ
れ
で
あ
る
F

と
れ
は

維
持
管
制
刊
に
限
ら
歩
、
大
き
く
敬
打
・
と
い

う
抑
制
か
ら
明
校
狗
訟
の
め
り
万
九
包
胤
～口比

し
た
ム
の
ご
あ
る
。

県
松
地
誌
心一
拍
位
、
維
持
行

mに
つ
い

て
、
川
純
に
そ
の
あ
り
方
を
不
し
、
一
つ

の
山
中
校
ぬ
ぷ
に
川
附
し
て
一
二
つ
。
問
つ
も
法

令
を
ん
H
I
U

せ
て
『
け
川
ま
な
わ

μ
ば
な
ら
な
い

よ
う
な
が
州
立
排
し
た
い
と
い
う
必
え
で

あ
っ
た
七
、
引
税

一
沙
子
前
で
流
J

斥
し
た

今
後

一
一
肘
比
術
的
に
u
h
力
す
る
と
共
忙

煎（八岬
の
刈
乞
作
て
ぜ
ひ
一
政
現
を
期
し
た
い

と
川
U

フ
J
2
め
る。
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。
。

曲
学
校
の
建
物
は
、
他
の
建
物
陀
比
し
て

非
常
に
趣
ぎ
が
異
っ
て
い
る
。

「
l
寸
｜
一

第
六
表
に
よ
れ
ば
事

一
割
一
士

一

』
坪
一
一
泊

一
校
一
校
嘗
り
平
均
五
二

一
併

一
f

一

四
坪
の
建
物
を
有
し
て

一
1

一｜｜
一
い
る
。
し
か
も
都
市
に

三

一
数

一
則
一

沿
い
て
は
、
地
償
、
所

は
一
校

一
位

一
有
樺
等
の
結
か
ら
接
校

第
一

事

一

一

の
敷
地
は
小
面
積
に
ゐ

一i
一
4
ー
一

さ
え
ら
れ
勝
ち
で
あ
る

一
段

一
m
一
ま
た
生
徒
の
増
加
等
に

一
坪
一
郎

一

ょ
P
建
物
を
増
築
し
て

一線

一ぉ

一

も
土
地
を
増
す
と
と
は

「
l
「
し

殆
ど
皆
無
で
あ
る
。
そ

し
て
限
ら
れ
た
土
地
の
巾
止
、
次
か
ら
火

へ
と
増
築
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
破
自

に
な

b
、
そ
れ
で
な
く
と
も
密
接
し
て
い

る
校
舎
が
、
益
々
密
集
し
て
し
ま
う
。

撃
校
火
災
に
大
火
が
多
い
の
は
、
ま
さ

に
と

の
と
と
の
た
め
で
る
る
。
木
造
建
物

が
と
の
よ
う
に
密
集
し
て
る
所
で
、
一

た

び
火
が
出
る
と
、
忽
ち
の
中
に
火
が
廻
る

消
火
活
動
も
意
に
ま
か
せ
な
い
。
無
銭
に

金
校
を
全
焼
し
て
し
ま
う
様
が
目
に
見
え

る
よ
う
で
は
な
い
か
。

我
々
と
し
て
は
、
新
し
く
接
校
を
計
壷

科
一
学
的
に
正
し
い
か
怪
し
い
も
の
だ
が
、
比
一

較
的
常
識
に
合

ワ
れ
い
も
の
を
二
一
三
山
し
て
み
一

る

。

一

倉
に
火
の
入
る
の
は
大
抵
下
の
石
垣
が
雄
一

げ
て
そ
の
気
が
内
の
桂
に
っ
た
わ
る
か
ら
で
一

あ
る

0
2は
低
〈
し
、

塗
り
ご
め
に
し
な

一

け
れ
ば
い
け
な
い
。

一

火
事
の
時
は
下
駄
を
は
い
て
に
げ
よ
、
下
一

駄
な
ら
ば
少
し
位
の
火
を
踏
ん
で
ゆ
け
る
し
、
一

釘
な
ど
を
ふ
み
ぬ
く
こ
と
も
な
い
D

一

火
事
の
時
大
切
な
も

の
で
持
っ
て
に
げ
ら
一

れ
ね
も
の
は
土
塀
の
下
に
お
き
、
そ
の
上
に
一

す
っ
き
〈
づ
し
て
浸

つ
亡
お
い
て
逃
げ
れ

一

ば、

抽

出

け

の

こ

る

。

一

火
焔
に
ま
き
こ
ま
れ
、
細
川
に
む
せ
て
幾
れ
一

た
人
の

U
巾
に
大
根
を
〈
だ
い
た
汁
を
し
ぼ
一

ワ
て
入
れ
れ
ば
魁
へ
る
o
ス

大

？

口

に

合

一

ん

で

い

る

と

煩

に

む

せ

な

い

。

一

仰
に
ま
か
れ
た
時
、

上
中
に
額
を
つ
っ

こ
一

ん
で
い
れ
ば
．

一
時
制
棋
を
火
ワ
て
も
幼
か
る
。
一

近
火
の
時
手
水
鉢
或
中
川
水
滴
な
ど
の
水
を
一

手
に
す
く
っ
T

h
O

て
、
叫
聞

の
？
っ
に
ぬ
る
〈
一

な
っ
て
い
れ
ば
そ
の

家
は
や
け
る
。
水
の
本
一

位
を
保
っ

て
冷
た
け
れ
ば
．
そ
り
家
は
鎗
失
一

を
免
れ

る
、ν

す
る
と
き
は
、
康
い
敷
地
に
、
小
規
模
に
火
帯
と
す
る
。
消
火
に
充
分
注
水
利
を
配

限
っ
た
校
合
を
分
散
配
世
し
た
い
。
要
所
置
ず
る
。

要
所
は
耐
火
遣
の
校
合
を
織
P
ま
ぜ
て
防

ま

た

、

密

林

の

如

ぐ

突

た
っ
た
在
来
の

折
品
川
の
科
接
的
防
火
針
策
に
到
し
て
、
と

の
一
返
答
は
一
止
に
後
年
の
大
和
魂
と
竹
槍
戦
術

を
想
ば
せ
る
で
は
な
い
か
。
源
内
の
死
後
こ

の
製
法
は
俸
は
ら
ず
、
心
あ
る
も

の
は
遺
憾

に
思

う
て
い
た
が
、
文
政
年
間
に
な

っ
て
稲

荷
い
腹
背
骨
布
衛
門
及
び
黒
岡
玄
織
な
る
も

の
が

火
泌
布
の
作
出
に
成
功
し
、
更
に
火
筒
紙
、

火
泣
援
を
も
考
案
し
、
火
山
田
開
設
で
火
山
釈
に

物
を
か
け
ば
、
烈
火
の
中
に
投
じ
て
も
火
気

き
め
れ
ば
、
宇
も
紙
も
一冗
の
如
く
だ
と
誇
稀

し
た
が
、
民
際
は
一
ナ
供
だ
ま
し
の
も
の
で
あ

っ
た
ら
し
い
0

0

明
曙
閣
の
火
火
の
時
、
火
が
牧
ま
っ
て
か
ら

二
三
日
或
は
凶
五
日
も
経
っ

て
か
ら
、
折
角

抽出け
時間
っ
た
倉
か
ら
火
が
出
て
焼
失
し
た
も

の
が
非
常
に
多
か
っ
た
。

こ
れ
は
鎮
火
後
す

円
、
に
戸
を
闘
か
な
か
っ
た
り
で
火
気
が
こ
も

っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
火
が
奴
っ
た
ら
す

戸
、
倉
の
戸
を
少
し
闘
い
て
、
水
を
そ
そ
ぎ
か

け
、
そ
れ
か
・ら
段
々
に
少
し
づ
っ
附
｛
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
と
常
時
の
故
老
が
書
き

記
し
て
い
る
。

火
事
に

つ
い
て
背
の
人
が
替
き
し
る
し
て

い
る
色
々
な
い
ま
し
め
の
中
、
ど
れ
だ
け
が

校
合
は
趨
常
に
間
引
き
し
て
行
き
た
い
。

懇
医
の
開
係
で
、
校
合
を
減
ら
せ
た
い
も

の
は
耐
火
遣
に
し
て
し
ま
う
。

し
か
し
悲
し
い
た
が
ら
、
と
う
い
う
と

と
を
行
わ
せ
得
る
法
的
根
擦
を
我
々
は
も

た
た
い
。
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
し
て
我
々
は
会
園
の

公
共
闘
慌
に
効
果
的
な
鹿
置
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
指
導
を
し
助
言
を
興
え
て

い
る
。

地
方
公
共
函
館
が
も
し
賀
行
す
る
と
す
れ

ば、

で
き
る
融
り
の
助
成
を
典
え
る
べ
く

努
力
し
て
い
る
。

と
れ
が
我
々
に
許
さ
れ
た
せ
い
一

ば
い

の
と
と
で
あ
る
。
地
方
公
共
函
館
は
と
の

我
々
の
指
導
助
言
に
つ
い
て
、
よ
く
了
解

し
、
努
力
し
て
く
れ
る
。
が
、
し
か
し
財

源
が
そ
れ
に
作
わ
な
い
。
教
育
の
他
に
、

な
す
と
と
も
多
々
あ
る
。
教
育
面
だ
け
を

見
て
も
、
生
徒
を
収
容
す
る
と
と
が
や
っ

と
最
近
、
な
ん
と
か
形
が
つ
い
た
と
い
う

程
度
で
る
る
つ

賓
際
、
終
戦
後
よ
h
p
、
現
在
ま
で
た
だ

敷
の
整
備
に
追
わ
れ
、
質
の
整
備
ま
？
顧

み
る
徐
絡
を
も
た
な
か
っ
た
と
い
う
の
が

事
賓
で
あ
る
。

そ
の
意
味
守
、
質
の
向
上
を
は
か
っ
た

「
母
校
縫
設
法
」
が
、
官
時
、
難
航
し
た

と
と
は
或
る
程
度
止
む
を
待
な
か
っ
た
と

く17) 



見
ら
れ
る
。

し
か
し
今
や
強
力
に
接
校
施
設
の
質
の

基
準
を
引
上
げ
る
時
が
来
た
の
で
は
な
い

か
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
我
々
は
と
の
法

律
の
質
現
乞
今
乙
そ
大
い
に
期
待
す
る
の

で
あ
る
。

た
だ
、
そ
れ
に
伴
う
財
力
の
問
題
は
仲

々
難
解
で
あ

p
、
特
に
再
軍
備
の
賓
現
と

も
な
れ
ば
、
い
き
沿
い
、
益
々
苦
し
く
な

っ
て
了
う
と
と
は
否
め
な
い
。

し
か
し
我
々
と
し
て
は
、
財
力
の
賠
に

於
で
も
な
ん
と
か
解
決
し
よ
う
と
努
力
し

て
い
る
P

地
方
公
共
回
世
が
自
己
財
源
、

或
は
凶
出
柿
助
、
或
は
民
間
融
資
等
を
絡

み
合
わ
せ
た
積
立
金
制
度
を
も
っ
と
と
も

最
良
の一

法
で
あ
ろ
う
。
自
己
財
源
を
年

々
蓄
積
す
る
と
共
に
、
之
花
園
店
柿
助
を

受
け
、
更
に
融
資
を
加
え
て
、
必
－安
な
向
を

に
出
し
て
行
き
、
一
方
出
し
た
金
は
岡
牧

し
、
之
を
弐
の
必
要
面
え
出
じ
て
行
く
。

回
締
資
金
の
プ
ー
ル
を
作
る
方
法
で
、

『
皐
技
施
設
金
庫
』
と
も
、
名
付
時
り
ら
れ

下
A
Rノ
。
現
在
の
貧
困
な
財
力
左
打
開
し
て
行
く

方
法
と
し
て
は
、
恐
ら
く
と
の
『
撃
按
施

設
釜
庫
』
と
そ
が
唯
一
の
も
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

勿
論
と
れ
に
も
立
法
措
置
が
必
要
で
あ

－P
、
そ
の
技
術
的
諸
酷
に
つ
い
て
、
懸
命

に
研
究
中
で
あ
る
。

ー

l
o
l
o－
－

曲
申
校
防
火
に
つ
い
て
、
文
部
省
関
係
よ

p
今
ま
で
次
の
よ
う
な
技
術
的
指
導
書
が

蛮
行
さ
れ
て
い
る
。

血
事
校
建
物
の
防
火
に
つ
い
て

ヘ
昭
和
二
十
二
年
凶
月

J

f
文
部
大
臣
官
房
臨
時
敬
育
施
設
部
、

愚
政
防
火
＼
昭
和
二
十
六
年
九
月

J

／
文
都
行
歌
育
施
設
部
建
築
指
導
室
、

木
造
製
技
建
物
防
火
診
断
妥
領

ヘ
昭
和
二
十
七
年
二
月

J

f
文
部
布
教
育
施
設
部
建
築
指
導
室
、

軍
投
防
火
の
手
び
き

＼
附
和
二
十
七
年
五
月
／

－u本
火

災

山

中

合

』

／
勝
校
姶
築
山附
究
合
共
縦
、

ζ

れ
ら
の
香
は
、
我
々
が
鋭
意
研
究
し

た
結
果
を
曲
学
校
施
設
の
計
壷
、
そ
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
、
金
園
の
墜
校
関
係
者
に

防
火
的
な
技
術
指
導
を
行
な
う
た
め
、
印

刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
曲
学
校
営
繕
の
婚
首

者
、
蘭
学
校
施
設
の
管
理
者
等
が
と
の
審
に

よ
P
、
防
火
に
つ
い
て
啓
護
せ
ら
れ
、
火

災
防
止
に
奮
闘
せ
ら
れ
ん
と
と
を
我
々
は

念
願
し
た
の
で
あ
る。

確
か
に
と
れ
ら
は
防
火
封
策
上
有
効
な

指
針
生
興
え
得
た
も
の
と
信
じ
る
。

し
か
し
、
何
度
も
述
ぺ
る
ご
と
く
、
決

し
て
と
れ
は
、
事
態
の
根
本
的
解
決
の
道

’
で
な
く
、
前
越
の
諸
事
項
が
解
決
し
て
後

に
と
そ
充
分
そ
の
耳
慣
を
費
揮
す
る
の
で

あ
る
。さ

て
、
以
上
長
々
と
述
べ
て
来
た
が
、

と
と
で
結
論
づ
け
よ
う
。

根
本
的
な
事
柄
は
、
結
局
、
ひ
と
の
問

題
と
、
も
の
の
問
題
の
こ
つ
で
あ
る。

ひ
と
の
問
題
と
は
、
感
校
管
理
の
組
織

つ
ま

p
防
火
の
事
務
内
容
及
び
責
任
の
分

婚
に
つ
い
て
、
明
確
に
す
る
と
と

で
あ

る
。
各
人
の
な
す
べ

き
義
務
の
範
囲
を
は

っ
き

p
と
定
め
る
と
と
に
よ

p
、
各
々
そ

の
篤
す
べ
き
と
と
を
確
認
し
仰
る
と
と
で

あ
る
。も
の
の
問
題
と
は
、
施
設
を
防
火
的
に

す
る
た
め
の
質
の
基
準
の
設
定
、

U
A
び
そ

れ
を
技
術
的
に
も
、
財
政
的
に
も
強
力
に

賓
施
す
る
と
と
で
あ
る
P

と
の
二
つ
の
問
題
が
根
本
的
に
解
決
す

る
と
と
に
よ

p
、
必
や
や
県
校
火
災
を
撲

鵠
す
る
と
と
が
で
き
、

『
よ
く
副
学
校
が
焼

け
る
』
と
の
汚
名
を
返
上
で
き
る
と
確
信

し
て
い
る
。

そ
し
て
、
我
々
も
そ
の
賞
現
に
向
っ
て

地
道
な
が
ら
も
、
一
歩
一
歩
と
強
力
に
歩

む
べ
く
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

と
と
で
我
々
と
し
て
、
一
般
の
人
々
に

沿
願
い
し
た
い
と
思
う
と
と
は
、
た
だ
回
早

同
札
、
『
ま
た
愚
誼
が
蟻
け
た
せ
』

『よ
〈

埠
け
る
お
ね
え
』
と
合
話
を
か
さ
ね
る
だ

け
で
な
く
、
と
の
と
と
に
つ
い
て
常
に
我

々
を
鞭
撞
し
、
そ
し
て
我
々
が
そ
の
撲
誠

に
努
力
し
て
い
る
姿
を
よ
く
御
理
解
な
さ

っ
て
、
外
部
よ

P
我
々
を
援
助
し
て
下
さ

る
と
と
で
あ
る
。

従
来
よ
－
P
も
墜
校
防
火
の
軍
要
性
に
つ

い
て
、
内
外
の
認
識
を
深
め
る
と
と
に
努

力
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
特
忙
、
消
防

関
係
の
方
々
に
理
解
し
て
頂
く
と
と
が
、

今
後
立
法
機
関
、
そ
の
他
の
方
面
の
理
解

を
ぷ
め
る
上
に
一
つ
の
大
き
な
力
と
た
る

も
の
と
思
っ
て
い
る
。

以
上
、
意
あ
ま
っ
て
一言
葉
足
ら
ぬ
所
が

多
々
あ
る
が
、
と
れ
に
よ

P
我
々
も
及
ば

・
？
な
が
ら
、
努
力
し
て
い
る
と
い
う
と
と

を
御
了
解
下
さ
れ
、
今
後
何
か
に
つ
け
て

御
指
導
御
鞭
撞
頂
き
、
ま
た
御
援
助
闘
え

れ
ば
望
外
の
幸
い
と
思
う
次
第
で
る
る
。
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鎖山の会長

一
口
に
鏑
山
と
言
っ
て
も
、
そ
の
中
に

は
金
、
銀
、
銅
や
鉛
、
亜
鉛
、
錨
鏑
の
よ

う
な
金
属
鏑
物
左
封
象
と
す
る
も
の
か
ら

硫
黄
、
水
銀
さ
て
は
石
次
石
、
粘
土
、
石
綿

の
よ
う
な
も
の
を
版
行
目
的
と
す
る
も
の

迄
誠
に
種
々
雑
多
な
い
ろ

E
Pが
あ
る
。

し
か
し
、
と
れ
ら
の
鏑
山
で
裂
生
す
る

火
災
の
様
相
は
硫
化
舗
の
酸
化
殻
熱
、
ガ

ス
叉
は
粉
塵
爆
設
に
伴
う
可
燃
物
の
燃
焼

等
繍
山
特
有
の
坑
内
火
災
を
除
け
ば
、
一

般
市
井
の
出
火
現
象
と
何
等
費
る
と
と
ろ

が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

鍵
山
地
帯
は
一
般
に
山
聞
の
越
地
に
位

置
ず
る
と
と
が
多
い
た
め
、
そ
と
で
は
錨

山
の
事
業
場
を
中
心
に
事
務
所
、
従
業
員

の
枇
宅
寄
宿
舎
等
が
山
の
念
斜
商
に
密
集

し
、
更
に
大
規
模
な
鏑
山
に
な
る
と
病
院

曲
学
校
、
集
合
所
．
映
重
館
、
浴
場
、
貨
店
，

等
の
附
帯
施
設
が
さ
な
が
ら
一
集
落
を
形

太
平
崎
刷
業
株
式
舎
一
位
保
安
部

徳

成
し
て
立
並
び
、
そ
れ
ら
の
火
災
原
因
も

煙
突
の
飛
火
、
種
革
の
吸
殻
、
焚
火
の
不

始
末
、
寵
の
不
備
、
電
熱
器
の
過
熱
、
漏

電
等
か
ら
来
る
も
の
が
そ
の
過
牛
を
占
め

て
居
る
。

鏑
山
特
有
の
火
災
と
考
え
ら
れ
る
坑
内

出
火
の
現
象
は
、

一
、
裸
火
や
殻
破
作
業
の
爆
焔
に
よ
る
も

の
二
、
ガ
ス
或
は
粉
（
茨
）
塵
爆
強
に
伴
う

火
焔
に
よ
．
る
も
の

三
、
自
然
強
火
に
よ
る
も
の

が
そ
の
主
な
る
原
因
と
さ
れ
て
居
る
が
、

（
一
〉
の
原
因
は
カ
ン
テ
ラ
‘
煙
草
の
火
等

が
可
燃
物
で
あ
る
附
近
の
支
桂
木
材
モ
の

他
に
着
火
し
た

p
、
或
は
強
破
の
爆
焔
か

ら
支
柱
や
鏑
石
ハ
硫
黄
鏑
〉
に
着
火
延
焼

す
る
場
合
で
、
と
の
外
に
も
境
内
機
械
室

．
で
使
用
の
油
入
開
閉
務
の
絶
縁
油
の
短
絡

大

寺

ロ
hμ
向
H
H

殻
火
等
が
火
災
誘
琵
の
因
を
な
す
と
と
も

珍
ら
し
く
な
い
。
或
は
叉
た
ま
た
ま
入
目黒

の
僚
件
に
あ
っ
た
潟
、
坑
口
附
近
の
坑
外

火
災
よ
h
p
坑
口
支
桂
に
燃
え
移

P
坑
内
に

延
焼
し
た
事
例
も
あ
る
。

。
一
）
及
び
（
三
）
は
殆
ど
石
炭
山
に
隈
ら

れ
て
居
る
が
、
ガ
ス
、
炭
塵
爆
都
民
等
の
際

は
必
ヂ
火
焔
を
伴
う
た
め
之
が
乾
燥
し
た

支
桂
材
、
或
は
茨
屠
に
燃
え
移

p
大
事
に

至
る
も
の
で
過
去
に
が
、
け
る
茨
坑
大
爆
強

が
火
災
を
伴
っ
た
場
合
の
甚
だ
多
い
と
と

は
こ
の
事
責
を
物
語
っ
て
居
る
。

坑
内
火
災
の
最
も
致
命
的
危
弱
獄
は
、

坑
内
に
は
少
な
か
ら
ぬ
可
燃
物
が
設
置
さ

れ
て
居

p
、
殊
に
地
下
敷
百
米
に
も
及
ぶ

大
鏑
山
の
坑
内
に
は
大
型
捻
揚
機
械
、
機

関
車
、
ポ
ン
プ
、
ス
ク
レ
1
パ
ー
そ
の
他

の
動
力
機
器
寸
配
電
室
、
充
電
設
備
、
修

理
工
場
、
倉
庫
か
ら
之
等
に
附
川
崎
ナ
る
体
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憩
室
、
食
堂
の
施
設
が
あ
h
p
、
一
度
出
火

す
れ
ば
火
焔
は
第
内
気
涜
に
よ

P
忽
ち
周

撞
に
燃
え
識
が
h
p
、
更
に
そ
れ
ら
の
撚
揖

に
よ
h
p
ニ
弐
的
に
費
生
し
た
一
酸
化
提
案

提
股
ガ
ス
、
亜
硫
酸
ガ
ス
等
の
有
毒
瓦
斯

は
瞬
時
に
し
て
坑
内
に
充
満
し
、
多
数
の

入
坑
者
を
窒
息
死
に
至
ら
し
め
る
大
惨
事

と
な
り
易
い
と
と
で
、
と
れ
は
地
表
に
於

け
る
火
災
と
非
常
に
異
る
酷
で
あ
ろ
う
。

想
殊
に
そ
の
火
災
が
石
決
、
硫
化
鏑
等
の

燃
慢
に
移
っ
た
際
消
火
作
業
は
極
め
て
困

難
と
な

b
、
火
源
へ
の
接
近
は
も
と
よ

P

入
坑
す
る
と
と
す
ら
不
能
と
た
る
場
合
が

少
な
く
た
く
、
坑
内
火
災
に
よ
る
世
界
最

大
の
惨
事
は
オ
l
ス
ト
ヮ
l
プ
チ

I
プ
ラ

ム
鏑
山
に
於
け
る
死
者
コ
二
九
人
、
米
園

セ
ン
ト
ポ
1
ル
茨
鏑
に
於
け
る
こ
五
六
人

を
始
め
、
我
図
で
も
昭
和
二
年
三
月
内
郷

茨
坑
で
一

三
四
名
に
及
ぶ
犠
牲
者
を
出
し

た
と
と
は
未
だ
記
憶
に
新
し
い
例
で

あ

る
。坑
内
火
災
の
針
策
と
じ
て
は
、

平
素
か

ら
火
祭
の
管
理
、
特
に
裸
火
の
使
用
に
首

h
y
そ
の
取
扱
を
巌
重
に
規
正
し
、
喫
煙
所

の
指
定
、

電
気
機
器
の
確
賞
な
結
検
を
絶

え
や
J

賓
施
す
る

一
方
、
可
燃
性
施
設
は
極

力
之
を
不
燃
化
し
、
坑
木
防
腐
剤
の
中
で

も
タ
I
ル
の
如
ぎ
引
火
性
の
も
の
は
避
け

る
等
寓
金
の
議
防
措
置
を
構
じ
て
居

p
、

例の者島銭選日当11: 近

叉
首
同
一
弘
出
火
に
備
え
て
坑
内
各
要
所
に

は
駆
使
消
火
器
乞
配
備
し
、
護
火
の
早
期

護
見
に
よ
h
y
小
区
域
に
消
止
め
る
よ
う
鞍

術
佐
練
る
一
方
、
火
災
に
よ
る
ガ
ス
費
生

に
封
臨
し
平
時
よ
り
酸
素
呼
吸
器
を
装
備

し
た
救
護
肢
を
編
成
し
、
非
常
の
際
の
消

火
活
動
、
坑
内
作
業
員
の
救
出
作
業
等
を

絶
え
や
訓
練
し
て
居
る
。
叉
最
近
坑
内
粉

塵
銀
座
の
一
手
段
と
し
て
穿
岩
作
業
の
滋

式
化
が
強
化
さ
れ
る
と
と
と
な

p
、
主
要

坑
道
に
は
配
水
管
が
設
置
さ
れ
て
居
る
場

合
が
多
い
の
で
、
出
火
の
際
は
之
よ
り
廊
一

力
水
を
散
布
し
消
火
効
果
を
期
待
す
る
と

と
も
一

部
考
慮
に
移
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

一
た
ん
鏑
庖
に
着
火
し
た
火
は
容
易
に
銀

火
し
難
い
の
が
通
例
で
火
源
に
封
ず
る
直

接
の
花
水
消
火
が
不
能
と
な
る
場
合
が
多

く
、
と

の
場
合
は
一
部
坑
道
を
密
閉
遮
断

し
宝
息
消
火
さ
せ
る
手
段
が
採
ら
れ
る

こ

と
と
な
り
、
更
に
満
水
消
火
、
土
砂
充
填

等
の
方
法
も
あ
る
が
之
等
は
何
れ
も
消
火

後
の
坑
川
～
俊
一
習
に
難
駄
が
あ
る
た
め
最
後

の
手
段
と
し
て
一
没
さ
れ
て
居
る
。

一
方
鏑
山
に
於
け
る
坑
外
施
設
の
火
災

と
し
て
比
較
的
そ
の
琵
生
頻
度
が
高
く
、

且
っ
そ
の
招
来
す
る
災
－
耐
の
漁
想
外
に
甚

大
な
る
も
の
は
選
鏡
場
の
火
災
で
あ

る

’hノ
。
山
の
む
斜
面
に
泊
っ
て
カ
ス
ケ
ー
ド
ア
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オ
ー
ル

に
建
て
ら
れ
た
濯
鏑
場
は
そ
の
建

屋
そ
の
も
の

の
構
造
に
防
火
上
致
命
的
な

弱
賠
を
有
し
て
居

p
、
大
は
五

O
乃
至

一

0
0
米
以
上
の
ス
パ
ン
で
高
低
差

一
五

O

米
に
も
及
ぶ
山
腹
に
刻
込
ま
れ
た
ヒ
ナ
段

式
の
機
械
座
を
覆
う
一
連
の
フ
キ

ヌ
ケ
構

造
の
建
遺
物
が
そ
れ
で
あ
る
。
（
未
だ
鍵

山
b
L
御
承
知
な
い
方
は
傾
斜
献
に
建
て
ら

れ
た
カ
マ

ポ
コ
形
の
格
納
庫
を
御
想
像
下

さ
る
と
よ
い
）
と
の
中
で
行
わ
れ
る
港
鏑

作
業
の
工
程
は
コ
ン

ベ
ア
1
式
の
流
れ
シ

ス
テ
ム

が
そ
の
主
要
却
を
占
め
て
居
る
た

め、

完
全
な
防
火
隔
離
に
は
少
な
か
ら
ぬ

困
難
を
伴
い
、
一

旦
火
を
失
し
た
場
合
は

谷
間
風
は
強
烈
な
旋
風
と
な
っ
て
舞
狂
い

上
に
或
は
下
に
火
之
主
あ
る
も
の
の
如
く

縦
横
に
魔
手
を
廷
J

h

〕延
数
千
坪
の
建
物

も
瞬
時
に
し
て
全
棟
次
燈
と
化
す
る
と
と

と
な
る
。
最
近
の
地
工
物
に
従
来
の
木
骨

構
造
に
替
る
に
鎖
骨
ス
レ
ー

ト
茸
の
不
燃

耐
火
遣
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
そ
の
内
部
に

は
可
燃
性
の
木
部
、
リ
油
脂
類
等
の
モ
エ
グ

サ
は
少
な
か
ら
や
擁
し
て
居
り
鋪
山
火
災

中
で
も
最
も
そ
の
針
策
花
関
心
ず
る
の
が

と
の
濯
鏑
場
防
火
の
問
題
と
さ
れ
て
居

る
。
す
で
に
と
れ
に
よ
り
普
い
経
験
を
な

め
た
例
は
全
園
的
花
見
て
少
な

く
な
く

（
出
火
原
因
は
工
場
内
休
憩
室
探
援
の
煙

筒
構
遁
の
不
備
、
残
火
の
不
始
末
等
が
多

い
）
法
鏑
場
の
焼
失
に
よ
り
あ
た
ら
山
刊
行

有
利
な
資
源
を
埋
蔵
し
乍
ら
遂
に
縮
少
休

山
の
比
む
無
き
に
至
っ
た
事
例
す
ら
あ
hv

岡
山
然
的
見
地
か
ら
見
て
も
防
火
針
策
に
は

特
段
の
研
究
を
．
袋
す
る
駄
が
残
さ
れ
て
居

る。
之
佐
一
寸
に
到
し
現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
消

火
設
備
は
殆
H
C
注
水
消
火
の
一
手
に
掛
っ

て
居
る
が
幸
い
選
錬
作
業
は
俗
に
洗
鎌
と

も
言
わ
れ
る
程
多
量
の
用
水
を
使
用
す
る

た
め
、
工
場
内
外
に
布
設
し
た
配
水
管
を

消
火
水
源
に
利
用
し
得
る
場
合
が
少
な
く

な
く
、
殊
に
山
腹
の
落
差
に
よ
る
塵
力
水

が
比
較
的
得
ら
れ
易
い
利
賭
が
あ

p
、
之

を
更
に
強
化
す
る
一
方
動
力
ポ
ン
プ
を
要

所
に
配
備
し
、
各
主
要
段
に
あ
る
用
水
槽

左
水
利
と
し
た
加
塵
放
水
に
高
金
を
期
す

る
べ
く
研
究
佐
進
め
て
居
る
が
今
後
は
更

に
火
災
感
知
器
の
採
用
、
ド
レ
ン
チ
ヤ
1

式
散
水
に
よ
る
防
火
遮
断
地
域
の
設
置
等

が
目
下
真
剣
に
考
慮
さ
れ
て
居
る
。

次
に
一
般
事
務
所
、
円
砿
宅
等
に
於
け
る

防
火
封
策
は
大
鏑
山
に
於
て
は
或
る
程
度

駆
使
消
火
器
、
私
設
消
火
栓
、
防
火
水
槽

可
搬
動
力
ポ
ン
プ
等
の
初
期
防
火
施
設
の

外
、
自
動
車
ポ
ン
プ

K
よ
る
特
設
消
防
圏

の
編
成
等
自
守
的
に
考
慮
さ
れ
て
居
b
、

殊
に
鏑
山
地
帯
の
地
理
的
保
件
か
ら
見
て

そ
の
大
部
分
は
外
部
消
防
の
臆
援
も
殆
ど

期
待
し
件
な
い

の
が
質
欣
で
あ
る
の
で
、

自
衛
消
防
の
再
編
成
、
装
備
の
強
化
は
終

戦
後
一
段
と
積
鋭
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
戦

前
は
腕
川
ポ
ン
プ
を
唯
一

の
機
動
力
と
し

た
錆
山
特
設
消
防
圏
も
今
日
で
ば
制
服
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
身
を
か
た
め
た
閣
員
が
鏑

山
作
業
の
傍
ら
水
利
を
調
べ
、
可
搬
動
力

ポ
ン
プ
を
整
備
し
、
或
は
新
式
速
消
車
の

操
法
訓
練
に
『
我
等
の
鏑
山
を
火
災
か
ら

守
れ
円一

一
の

ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
、
日
夜
防

火
戦
術
の
研
究
に
蝕
念
が
な
い
現
献
で
む

’hu

。し
か
し
と

の
反
商
、
中
小
鏑
山
陀
於
げ

る
火
防
施
設
の
現
献
は
理
想
と
隔
る
と
と

向
遠
く
、
不
幸
出
火
の
暁
は
一
部
落
金
誠

の
危
険
ず
ら
強
測
に
難
く
な
い
も
の
が
見

う
け
ら
れ
る
。
人
里
遺
く
離
れ
た
山
奥
の

小
鏑
山
で
は
、
は
や
六
月
の
聾
も
近
い
今

日
ζ

の
頃
も
軒
先
深
い
豪
雪
一
一
の
下
、
斜
面

沿
い
の
長
屋
を
結
ぶ
雪
廊
下
一
つ
が
家
庭

か
ら
事
務
所
へ
、
鏑
山
へ
、
診
療
所
へ
、

分
散
場
へ
と
す
べ
て
乞
連
絡
す
る
唯
一
の

通
路
と
な
っ
て
居
る
。
と
の
雲
中
の
ア
リ

の
巣
で
は
、
高
一
の
出
火
を
考
え
た
場
合

坑
内
の
火
災
と
殆
H

と
そ
の
軌
佐
一
忙
し
、

結
果
は
誠
陀
惨
憐
た
る
も
の
が
殻
想
さ
れ

現
在
一
番
の
関
心
事
は
と
の
主
う
た
小
鏑

山
に
於
砂
る
積
雪
期
の
防
火
封
策
で
あ

る
。
之
に
劃
し
て
は
各
戸
に
備
付
の
駆
使

消
火
器
、
貯
水
槽
、
パ
ケ
ツ
等
を
充
貸
す

る
と
共
に
水
源
を
強
化
し
、
地
形
と
そ
の

使
用
僚
件
を
加
味
し
た
可
搬
動
力
ポ
ン
プ

左
常
備
す
る
と
と
に
よ
り
臆
念
針
策
b
L
立
．

て
て
居
る
が
、
更
に
水
源
の
不
凍
針
策
の

問
題
と
も
目
下
懸
命
に
取
組
ん
で
居
る
。

鏡
山
事
業
の
通
念
と
し
て
地
下
資
源
の

埋
裁
量
と
市
況
の
如
何
に
み
」
の
命
数
が
委

ね
ら
れ
て
居
る
た
め
、
防
火
施
設
に
恒
久

的
投
資
を
敢
行
す
る
と
と
は
相
官
な
決
断

を
要
す
る
と
と
ろ
と
さ
れ
、
や
や
も
す
る

と
人
的
な
警
火
教
育
の
み
に
偏
し
す
ぎ
る
e

嫌
い
は
あ
る
が
、
私
達
比
諜
や
－
ら
－Mれ
た
今

後
の
使
命
は
、
人
間
性
の
弱
賠
に
喰
込
む

火
気
管
理
の
不
備
を
補
う
ペ
く
施
設
の
不

燃
化
と
、
更
に
一
歩
進
ん
だ
新
式
火
防
技

術
の
導
入
に
徴
力
乞
注
い
で
居

p
、
一
日

も
早
く
火
災
の
な
い
明
る
い
鏑
山
の
誕
生

す
る
と
と
乞
切
に
念
願
し
つ
つ

『
燃
え
な

い
鏑
山
』
の
建
設
に
努
力
し
て
居
る
。

( 2l ) 
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明

私

建
は
日
常
、
自
分
の
身
慣
が
ど
の
程

目
度
健
康
で
、
”
と
う
言
う
聴
を
改
善
し
た
ら

四
も
っ
と
健
康
に
な
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、

山
よ
く
判
ら
な
い
場
合
が
多
い
。

内

そ
の
場
合
、
留
者
が
自
分
の
身
慣
を
健

ん

康
診
断
し
て
央
れ
て
、
此
の
駐
を
と
う
改

～
め
な
さ
い
と
忠
告
し
て
呉
れ
た
ら
、
有
難

～
い
と
思
う
。。
。
。

工
場
の
火
災
激
防
に
つ
い
て
も
同
様
で

「火
事
は
他
人
事
で
な
い
の
だ
か
ら
、
各

工
場
自
身
で
、
夜
警
や
火
元
責
任
者
を
置

い
て
、
火
の
用
心
を
し
な
さ
い
」
と
言
う

だ
け
で
は
、
十
分
な
火
災
強
防
に
は
な
ら

”

な
い
。
自
分
の
事
は
、
自
分
で
は
判
ら
な

い

い
場
合
も
多
い
し
、
ま
た
判
っ
て
居
て
も

い
慢
性
的
に
な
っ
て
、
危
険
の
感
じ
方
が
鈍

山
っ

て
居
る
場
合
も
多
い
c

山

工
場
と
言
う
も
の
は
、
色
々
な
種
類
が

町

あ

p
、
色
々
な
危
険
作
業
を
、
危
憶
と
知

山
り
つ
つ
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

｛

も
あ
る
の
で
、
一
般
的
な
火
災
後
防
方
法

h

を
設
い
て
も
、
役
に
立
た
な
い
場
合
も
、

少
く
注
い
し
、
ま
た
一
方
、
特
殊
な
作
業

で
あ
る
た
め
に
、
種
々
の
専
門
知
識
を
持

た
な
い
と
、
不
明
な
執
も
少
く
な
い
。

．肉、，h，、，、，－’‘ー

。
。
。

火
災
原
因
か
ら
言
っ
て
も
、
工
場
で
は

皐
た
る
火
祭
の
取
扱
不
注
意
ば
か
り
で
な

く
、
自
然
強
火
や
薬
品
の
費
熱
、
機
械
設

防火診断の工場

忙
ポ
ン
プ
や
貯
水
槽
危
置
け
ば
よ
い
と
言

う
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
作
業
や
使
用

材
料
に
適
合
し
た
、
防
火
の
方
法
を
取
ら

な
け
れ
ば
、
火
災
は
防
げ
る
も
の
で
は
な

い。

つ
ま

p

側
々

の
工

場
の
特
殊

性
に
陪
じ

た
、
伺
別

の
防
火
診

断
に
よ
っ

て
、
危
険

b
L
改
善
し

て
ゆ
く
の

が
、
一
帯

有
効
適
切

な
方
法
で

あ
る
と
思

わ
れ
る
。

備
の
過
熱
、
溶
剤
や
粉
塵
の
爆
禁
、
静
電

気
の
放
電
、
共
の
他
化
印
字
的
不
明
の
原
因

も
少
く
な
い
。
ま
た
消
火
す
る
に
も
水
で

は
消
え
な
い
も
の
や
水
を
掛
け
て
は
危
険

な
も
の
も
る
る
。
従
っ
て
工
場
で
は
、
単

fl本舗害保険協合

災害致防部調査課長

イ彦戸
2五ー・
回目』』a・
/ .... 

。首
災
害

致
一
防
部
調
査
課
で
は
、
此
の
目
的
の
た
め

に
、
工
場
側
の
依
頼
に
よ
り
、
又
は
嘗
方

の
た
勧
め
に
よ
っ
て
、
数
年
前
か
ら
、
工

場
の
防
火
診
断
を
行
っ
て
居
る
が
、
相
前

な
成
績
を
奉
げ
て
い
る
。
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今
迄
に
診
断
し
た
工
場
の
教
は
、
百
六

十
七
工
場
に
達
し
、
そ
の
業
組
は
次
の
様

な
多
種
類
に
わ
た
っ
て
い
る
。

Z長

干唱

工
場
叡

セ

ル

ロ

イ

ド

工

場

一

一

紡

績

工

場

九

油
脂
及
び
行
鹸
工
場

一
O

塗

料

工

場

一

一

製

粉

工

場

八

ベ
ニ
ヤ
板
工
場

六

ア
ル
コ
ー

ル
及
び
合
成
酒
工
場
六

ゴ
ム
工
場

一
四

機
械
、

金
属
ヱ
場

四

製
材
工
場

七

印
制
工
場

九

自
動
車
関
係
工
場

一
O

製
築
工
場

五

菓

子

工

場

一

五

電
線
、
電
球
工
場

七

印
制
イ
ン
キ
工
場

九

替

業

合

店

一

一

レ
ザ

I
、
加
工
紙
工
場

一一一

合

成

樹

脂

工

場

八

共

他

四

『－－－，、，，，..＿＿＿－＿－守二二司

。
。
。

診
断
の
方
法
は
、
単
に
消
火
器
材
の
調



査
や
火
気
の
貼
検
と
言
う
様
な
、
あ
り
来

h
y
の
も
の
で
な
く
、
次
の
様
な
色
々
の
事

項
在
、
詳
細
に
調
査
し
て
、
綜
合
的
に
、

そ
の
工
場
の
火
災
危
険
佐
鷲
見
し
、
防
火

封
策
を
勧
告
し
て
い
る
。

a
、
致
地
と

mmの
保
況
の
良
川
吋

b
、
建
物
の
m
m臥
宇
裕
治
と
防
火
設
備

c
、
電
気
の
設
備
心
良
符
と
同
umm
扶
況

d
、
機
械
h
M
備
と
作
業
工
程
、
特
に
危
険

作
業
に
封
す
る
針
策

e
、
危
険
物
品
十
可
燃
物
の
仰
山
内
H

hT

取
扱

い
保
況

f
、
火
恨
の
管
制
日

g
、
初
期
消
火
施
設
や
防
火
の
組
織

。
。
。

今
迄
に
診
断
し
た
多
数
の
工
場
は
、
と

れ
ら
の
勧
告
を
よ
く
取
入
れ
て
、
火
災
防

止
に
役
立
て
て
い
ら
れ
る
が
、
中
に
は
勧

告
事
項
左
速
や
か
に
改
善
す
る
事
を
怠
っ

た
た
め
に
、
一
、
ニ
ヶ
月
後
に
丁
度
そ
と

か
ら
出
火
し
て
、
火
災
に
な
っ
た
質
例
も

二
、
三
あ
り
、
ま
た
自
分
の
工
場
は
、
防

火
設
備
が
完
全
だ
か
ら
、
診
断
の
必
要
は

な
い
と
、
見
祭
そ
切
っ
た
工
場
か
ら
、
数

日
後
に
出
火
し
た
貰
例
も
一

、
ニ
ケ
所
あ

る
。

。

。
。

私
建
が
防
火
診
断
し
て
感
じ
る
事
は
、

工
場
の
官
事
者
が
自
慢
し
て
大
見
栄
を
切

る
工
場
は
、
賓
際
に
は
危
険
だ
ら
け
で
あ

り
、
反
封
に
防
火
管
理
の
よ
い
工
場
ほ

E

第
三
者
の
意
見
を
聞
と
う
と
し
て
い
る
事

で
あ
る
。

小
さ
い
工
場
は
勧
告
を
受
け
て
も
、
改

善
す
る
だ
け
の
飴
裕
が
な
い
か
ら
、
診
断

を
受
け
た
く
な
い
と
言
う
所
も
あ
h
y
、
ま

た
最
近
は
種
々
の
新
製
品
を
研
究
中
で

人
忙
見
せ
た
く
な
い
と
言
う
工
場
も
あ
る

様
で
あ
る
が
、
私
達
は
防
火
上
の
診
断
を

す
る
だ
け
で
、

日酌
密
は
絶
封
に
躍
守
し
て

居
る
。

。

。
。

ま
た
私
達
が
工
場
往
診
断
す
る
と
、
そ

の
工
場
の
製
品
に
封
し
、
改
め
て
深
い
認

識
を
持
ち
、
と
れ
な
ら
安
心
し
て
買
え
る

と
言
う
気
が
し
て
、
そ
れ
以
後
は
、
そ
の

製
品
の
愛
用
者
に
な
る
と
共
に
、
そ
の
日

以
後
は
、
新
聞
紙
上
で
、
そ
の
合
祉
の
康

告
が
、
眼
に
つ
い
て
仕
方
が
な
い
と
言
う

現
象
が
あ
る。

之
は
無
言
の
庚
告
で
あ
h
p

無
言
の

P
・
R
－
（
バ
プ
リ
ツ
ク

・
リ
レ

ー
シ
ョ
ン

ズ
）
で
あ
る
と
も
言
え
る
・

，、，同』，』’‘・・，、，－，、，－，、，、，向、，、d筒、，、．，、，、M，、，~・‘、，、，筒、，、凶戸、，、，R，，、，、，刷、，、，、d崎匂，、，向”’、d崎旬，、，同M，、，、
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初！

大
東
亜
聖
戦
？
と
ん
な
と
と
も
包
書
き

出
す
と
頭
か
ら
、
大
馬
鹿
野
郎
と
H
C
な
ら

れ
る
だ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
と
ん
な
文
句

を
つ
か
っ
た
と
と
も
る
る
の
だ
か
ら
、
今

さ
ら
か
く
し
だ
て
を
し
て
、
も
っ
と
も
ら

し
い
文
句
乞
つ
か
っ
て
み
て
も
は
じ
ま
る

ま
い
。
聖
職
か
？
侵
略
戟
か
？
と
い

つ
は
後
世
の
ゐ
方
に
名
前
を
つ
け
て
い
た

だ
く
と
と
に
し
て
、
結
果
に
沿
い
て
は
、

と
の
戟
争
で
私
た
ち
は
、
や
J

い
分
馬
鹿
々

々
し
い
犠
牲
佐
、
は
ら
わ
さ
れ
た
も
の
で

す
。
乙
の
戦
争
中
、
私
た
ち
は
「
も
ん
ぺ

い
」
の
つ
〈

P
方
を
お
ぼ
え
、
代
用
食
の

つ
く
h
p
方
を
た
ぽ
え
、
配
給
制
度
と
言
う

あ

p
が
た
い
も
の
ま
で
、
現
に
入
れ
る
と

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

H
C
れ
も
と

れ
も
、
今
H

と
き
あ
ん
ま
り
よ
る
と
ん
で
、

利
用
出
来
る
よ
う
な
し
る
も
の
で
は
な
い

が
、
た
だ
一
つ
だ
け
忘
れ
な
い
で
い
て
よ

か
っ
た
、
叉
今
後
も
忘
れ
な
い
で
い
て
も

鯖

枯

葉

ら
い
た
い
と
言
う
も
の
が
あ
る
。
と
い
つ

は
例
の
防
火
訓
練
と
言
う
や
つ
で
す
。
勿

論
と
の
な
か
に
は
、
必
要
の
な
い
道
具
も

改
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
方
法
も
、
あ
る

け
れ
ど
も
、
火
事
の
と
き
、
突
差
に
と
言

う
と
き
に
は
、
と
の
訓
練
を
や
っ
て
い
た

た
か
げ
で
、
消
防
ポ
ン
プ
の
御
ゃ
っ
か
い

に
な
ら
？
に
す
ん
だ
と
言
う
事
例
が
津
山

る
る
。
人
間
と
言
う
や
つ
は
、
な
ん
で
も

な
い
と
き
は
、
結
構
あ
る
で
も
な
い
、
と

う
で
も
な
い
、
と
理
屈
を
と
ね
る
が
、
い

ざ
と
な
る
と
、

あ
わ
て
ふ
た
め
い
て
、
火

事
場
の
ま
わ

p
を
、
ま
く
ら
を
か
つ
い
で

と
び
ま
わ
る
連
中
に
な
る
も
の
だ
e

先
日
あ
る
と
と
ろ
で
、
と
の
話
を
し
た

ら

「
貴
様
逆
コ
ー
ス
だ
ぞ
」
と
大
そ
う
ゐ

と
ら
れ
た
が
、
な
に
も
私
は
、
あ
の
頃
の

様
に
隣
組
を
つ
く
れ
の
、
一
週
一
四
パ
ケ

ツ
を
も
っ
て
、
沿
他
人
さ
ま
の
家
の
ま
わ

pbLと
ん
で
あ
る
け
の
と
、
言
う
の
じ
ゃ

火
災
稼
防
醸
出
金
制
度

燃や~－－
~ ＿，一、

＇（－· ＜~－ ζん

設
置
に
就
て

= － ーーーー『
＝ ＝ 
－ 
= ーーーー由

－ 
-

－ 
ーーーーーーーーーーー

火
災
議
防
に
到
す
る
公
共
的
諸
方
策
は

立
法
上
の
措
置
に
よ
り
、
或
い
は
公
共
的

機
闘
に
よ

P
、
欧
米
に
於
て
は
、
既
に
古

く
か
ら
寅
行
さ
れ
て
来
て
い
る
が
、
我
固

で
は
未
だ
斯
様
な
目
的
を
も
っ
た
統
一
的

な
組
織
が
な
い
。
従
来
地
方
的
、
局
部
的

な
諸
園
韓
が
あ
る
が
、
何
れ
も
そ
の
目
的

組
織
、
方
法
等
に
於
て
未
だ
し
の
感
が
る

る。
日
本
損
害
保
険
協
舎
に
於
て
も
、
議
防

事
業
開
始
以
来
、
年
々
相
賞
の
経
費
乞
計

上
し
て
関
係
常
局
、
地
方
自
治
盟
、
民
間

諸
囲
時
と
緊
密
な
連
係
の
下
に
、
全
国
的

に
火
災
海
防
の
運
動
を
展
開
し
て
来
た
が

損
保
業
者
の
ト令
市
議
に
封
ず
る
経
費
の
投

入
に
は
自
ら
限
度
が
る

p
、
叉
翠
に
損
保

業
者
ば
か
り
が
捻
首
す
る
性
質
の
も
の
で

は
な
く
、
同
家
機
関
、
地
方
自
治
問
、
開

日

本

舗

害

保

険

協

曾

災

世

宵

殺

防

部

係
諸
掴
盟
、
経
済
園
陸
、
企
業
慢
、
個
人

等
緯
て
の
力
を
結
集
し
て
、
初
め
て
効
果

が
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

然
し
斯
様
な
組
織
の
結
成
に
は
、
一
般

の
認
識
の
昂
揚
が
先
決
問
題
で
あ
れ
ジ
、
同

時
に
叉
と
れ
を
誘
殻
ナ
る
潟
め
に
は
、
先

十
一
定
の
資
金
の
調
達
が
必
要
で
あ
る
。

園
家
並
に
地
方
自
治
髄
の
積
極
的
施
策
は

財
政
上
平
念
賞
現
は
望
み
難
く
、
叉
組
織

の
結
成
に
は、

そ
の
中
核
瞳
若
ム
く
は
産

婆
役
を
必
要
と
す
る
が
、
現
賓
問
題
と
し

て
は、

火
災
に
最
も
利
害
関
係
の
深
い
損

保
業
者
以
外
に
之
を
求
め
る
と
と
も
困
難

で
あ
る
か
ら
、
損
保
業
者
が
率
先
産
婆
役

を
買
っ
て
立
た
な
い
以
上
は
、

百
年
河
済

を
待
つ
が
如
く
、
何
時
迄
も
そ
の
賞
現
は

期
待
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
。

止
の
様
な
意
味
合
で
、
今
般
日
本
損
害
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あ
な
い
。
あ
の
気
持
を
忘
れ
な
い
で
、
火

事
の
と
き
隣
近
所
の
人
た
ち
で
、
消
防
に

協
力
致
し
ま
し
ょ
う
と
、
言
う
だ
け
の
と

と
な
の
だ
。
ち
ょ
っ
と
面

E
う
く
さ
い
話

に
な
る
け
れ
ど
、
消
防
法
の
第
二
十
五
僚

に
「
火
災
が
費
生
し
た
と
き
は
、
首
該
消

防
封
象
物
の
関
係
者
そ
の
他
の
命
令
で
定

め
る
者
は
、
消
防
隊
が
火
災
の
現
場
に
到

着
す
る
ま
で
、
消
火
若
し
く
は
延
焼
の
防

止
、
又
は
人
命
の
救
助
b
t
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

2
、
前
項
の
場
合
に
沿
い
て
は
、
火
災
の

現
場
附
近
に
在
る
者
は
、
前
項
に
掲
げ
る

者
の
行
う
防
火
若
し
く
は
延
焼
の
防
止
、

叉
は
人
命
の
救
助
化
、
協
力
し
た
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

い
く
ら
法
律
で
定
め
よ
う
が
、
火
事
場

の
ま
わ
h
y
を
、
ま
く
ら
を
か
つ
い
で
と
び

ま
わ
る
よ
う
な
連
中
ば
か
り
で
は
、

E
う

に
も
な
h
v
ま
ず
ま
い
。

官
治
行
政
の
好
典
型
だ
っ
た
徳
川
幕
府

時
代
は
、
階
級
の
厳
守
は
ぜ
っ
た
い
的
の

も
の
で
し
て
、
施
政
は
奉
げ
て
・
治
さ
む
ら

い
の
山
本
撞
す
る
と
こ
ろ
で
、
消
防
の
問
題

に
し
を
し
て
も
、
市
民
は
僅
か
に
町
奉
行

指
揮
の
下
に
、
自
身
番
、
中
番
、
辻
品
併
な

・

ど
に
よ
っ
て
自
衛
的
な
方
法
b
E
講
や
る
に

す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
の
頃
の
市
民
の

防
火
た
い
せ
い
宏
、
一
つ
こ
つ
拾
ゐ
せ
て

い
た
だ
い
て
、
現
在
と
比
か
く
し
て
い
た

だ
き
ま
し
ょ
う
。

正
徳
二
年
と
一言
う
か
ら
、
消
防
上
の
一

大
改
革
の
あ
っ
た
享
保
の
前
に
た
り
ま
す

が
、
と
の
年
の
二
月
二
十
七
日
附
の
徳
川

日
記
に
は
、
町
奉
行
を
し
て
、
市
井
に
命

ぜ
ら
る
る
に
は
、
市
人
等
、
常
に
家
業
に

よ
っ
て
、

火
を
用
ゆ
る
と
も
が
ら
、
火
を

消
さ
し
む
る
は
い
ふ
に
及
ば
歩
、
若
し
火

を
誤
ま
っ
と
き
の
筋
云
々
と
言
う
書
出
し

で、

畳

一
、
町
中
常
に
家
業
に
付
て
火
の
用
候
輩

火
の
用
心
の
儀
は
不
及
・
申
若
出
火
の

時
之
た
め
水
桶
等
共
の
外
火
消
候
道

具
の
矧
心
掛
置
候
之
様
に
可
仕
候
事

一
、
二
階
に
火
所
或
者
火
嬉
或
者
家
の
軒

近
き
所
陀
火
所
を
樽
へ
茨
薪
等
を
積

世
M
入
者
常
燈
常
4

併
を
焚
木
行
涯
に
て

有
明
を
世
物
て
火
の
元
狼
に
可
成
類

之
儀
は
常
々
共
所
名
主
五
人
組
心
を

附
常
々
入
会
火
の
用
心
油
断
之
無
様

に
可
仕
候
事

一
、
名
主
共
申
ム
口
町
々
井
戸
少
き
所
に
は

粂
て
井
戸
数
左
培
叉
は
水
建
き
場
所

に
は
水
潮
等
注
目
釣
瓶
手
桶
は
し
ご

等
の
数
火
を
防
ぐ
ぺ
ぎ
道
共
亦
致
川

意
置
べ
き
事
，

一
、
風
立
候
日
又
は
火
事
繁
候
舗
は
五
人

保
険
協
舎
に
、
火
災
議
防
醸
出
金
の
制
度

を
設
世
し
て
、
火
災
議
防
に
闘
す
る
全
閣

的
組
織
憾
結
成
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た

次
第
で
あ
る
。
ど
う
か
と
の
火
災
議
防
醸

出
金
を
踏
塞
と
し
て
、
諸
方
面
の
御
協
力

に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の

N
、
F
、
P
、

A
、
に
も
比
す
べ
き
強
力
な
全
国
的
組
織

挫
の
誕
生
の
一
日
も
早
い
と
と
佐
望
ん
で

い
る
。

火
災
海
防
醸
出
合
設
置

の
目
的

火
災
議
防
蹴
出
金
は
防
火
思
想
の
日
刊
揚

科
接
的
消
防
施
設
の
充
賓
等
の
目
的
の
矯

め
左
記
の
如
き
別
途
に
使
用
す
る
。

ー
、
自
治
帳
消
防
の
施
設
充
賓
の
治
め

の
現
物
寄
附
若
し
く
は
補
助

2
、
自
治
時
消
防
の
消
防
起
債
に
針
す

る
陪
募

3
、
園
家
消
防
麗
の
防
火
運
動
に
到
す

る
補
助

4
A
防
火
委
員
合
並
に
防
火
協
合
へ
の

補
助

5
、
協
合
災
害
漁
防
部
事
業
費

6
、
共
他
火
災
漁
防
花
関
す
る
寄
附

火
災
撮
防
醸
出
金
運
笹

措
置

一
、
隙
川
A
I

枇
員
合
祉
は
元
受
火
災
保
険
料
の
千

分
の
こ
を
椴
出
し
て
、
協
舎
内
「
火

災
議
防
隈
出
金
特
別
勘
定
」
に
支
梯

う
も
の
と
す
る

元
受
合
祉
は
出
一丹
し
た
部
分
に
付
て

は
再
保
険
舎
吐
よ
り
同

一
一
割
合
の
醸

出
金
を
回
牧
す
る
と
と
が
出
来
る

二
、
醜
出
金
の
出
納

協
併
の
合
計
課
に

「
火
災
橡
防
融
向
ー

金
特
別
勘
定
」
口
肢
を
設
置
し
出
納
・

事
務
を
と
る

三
、
醸
出
金
の
運
管

醗
出
金
の
淫
管
は
運
営
委
員
舎
の
議

を
経
て
協
舎
の
理
事
曾
が
之
を
決
定

す
る
運
営
委
員
合
規
則
は
別
に
定
め
る

四
、
醗
出
金
に
闘
す
る
事
務

協
合
の
珠
防
部
は
搬
出
金
に
関
す
る

事
務
b
也
監
理
す
る
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火
災
海
防
醸
出
金
運
笹

委
員
曾
規
則

一
、
本
委
員
舎
は
火
災
珠
防
離
出
会
露
骨

花
開
し
必
要
な
事
項
を
審
議
す
る

二
、
委
員
は
左
記
の
中
主
り
合
長
之
を
委

期
し
、
委
員
の
総
数
は
十
名
以
内
と

す
る
ー
、
日
本
損
害
保
険
協
命
理
事
、
災

害
猿
防
委
員
、

金
査
委
員
及
丸
山
丸



組
等
の
内
火
の
番
を
am仕
其
の
町
内

不
及
言
に
其
町
四
五
町
四
方
の
間
出

火
候
は
ど
早
速
駈
付
火
を
消
候
様
に

可
仕
候
若
共
の
日
首
呑
に
有
之
候
輩

不
出
合
に
沿
い
て
は
吟
味
の
上
共
の

沙
汰
に
可
及
事

一
、
出
火
有
之
時
風
下
の
町
々
に
て
共
の

日
火
の
番
之
五
人
組
町
内
え
下
知
い

た
し
家
々
よ

P
屋
根
に
人
を
差
置
飛

火
を
防
が
せ
可
申
候
、
風
下
た
h
y
と

雄
も
火
元
よ

P
逮
き
所
々
よ
り
出
火

候
は
刊
誌
縦
飛
火
た
り
と
も
火
生
出
候

科
と
可
筋

一
、
風
烈
出
火
有
之
配
者
風
下
の
町
筋
え

付
火
い
た
し
候
由
に
候
間
怪
敷
も
の

見
掛
候
は

r
粂
て
町
之
の
も
の
共
申

合
候
て
支
配
方
へ
可
訴
事

と
、
い
ろ
い
ろ
火
の
用
心
の
定
め
が
、
出

来
て
い
た
。

そ
れ
よ
り
や
う
つ
と
前
の
、
高
治
元
年

十
月
二
十
八
日
の
町
奉
行
令
に
、

火
事
出
来
候
は
立
早
々
火
元
え
駈
集
h
p

可
申
候
勿
論
近
所
に
火
事
出
来
候
は

r

人
足
集

p
候
に
延
引
可
申
候
間
人
足
出

・来
次
第
に
一
人
づ
t
A

成
と
も
迫
々
火
元

へ
駈
集
り
火
を
泊
可
申
候

精
を
入
火
を
消
候
町
え
は
御
褒
美
下
候

問
油
断
仕
間
敷
候

町
々
に
組
を
い
だ
し
世
候
間
遠
所
の
火

事
の
時
分
は
共
の
所
々
え
駈
集
P
火
の

子
消
可
申
候

火
消
の
衆
御
出
無
之
前
に
早
速
離
出
可

申
候
官
同
事
町
奉
行
衆
の
御
女
力
衆
差
開

次
第
可
仕
事

現
在
の
消
防
法
に
は
、
御
褒
美
下
候
間
油

断
仕
間
敷
候
と
は
容
い
て
泣
い
が
、
火
元

へ
駈
集
り
火
を
消
可
申
候
と
は
書
い
で
あ

る。

× 火災珠防週間は二月に

× 

× 

)( 

× 

× 

委
員

n
Jh

、
共
倒
九円
以
が
必
要
と
認
め
る
者

三
、
本
委
員
合
に
顧
問
若
干
名
笠
置
く
と

と
が
で
き
る

顧
問
は
閥
係
官
公
職
員
、
曲
掌
識
経
験

者
の
中
よ
h
p
令
長
が
と
れ
左
委
蝿
ず

る
顧
問
は
醗
出
金
運
営
に
闘
し
意
見

を
述
べ
る
と
を
が
で
き
る

四
、
委
員
合
に
委
員
長
一

名
を
置
く
委
員

長
は
委
員
の
互
濯
に
よ
っ
て
定
め
る

五
、
委
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る

但
し
重
任
を
妨
げ
な
い

六
、
定
時
委
員
舎
は
毎
月
一
回
開
催
し、

委
員
長
之
を
招
集
す
る

但
し
そ
の
必
要
が
な
い
と
き
は
開
催

し
な
い
と
と
が
あ
る

臨
時
委
員
舎
は
委
員
長
が
必
要
と
認

め
た
と
き
叉
は
委
員
の
三
分
の
一
以

上
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
開
催
す
る

七
、
委
員
舎
の
議
長
は
委
員
長
が
之
に
常

る

八
、
委
員
舎
の
議
決
は
出
席
委
員
の
過
牛

数
乞
以
て
決
す
る
、
可
否
同
教
の
と

き
は
議
長
之
を
決
す
る

九
、
委
員
長
は
委
員
舎
の
議
事
録
を
作
成

し
之
を
A

曹
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

毎
年
十
月
上
旬
頃
に
火
災
漁
防
週
間
と
云
う
も
の
が
あ

貧
際
火
災
統
計
を
見
て
も
、
十
月
宇
十

一
月
は
、
未
だ
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火
災
の
少
い
時
期
で
‘
十
二
月
か
ら
治
子
増
加
し
、

本
給

る
が
、
十
月
上
旬
と
云
え
ば
、
米
だ
鋲
候
の
よ
い
秋
の
最

的
大
火
災
期
は
＝
一
、
四
月
頃
で
あ
る
。

中
で
本
絡
的
な
火
災
シ

1
ズ
シ
は
．
未
だ
二
、
三
ヶ
月
先

、
四
月
と
云
え
ば
、
各
か
ら
恭
へ

の
移
り
勝
一り
の
時

で
あ
り
、
殊
に
大
火
の
多

い
存
先
か
ら
云
え
ば
、
市
T
年
も

前
に
骨
凶
る
時
期
で
あ
る
。
二
、
＝
一
ヶ
月
前
、
或
い
は
宇
何
十

も
前
か
ら
、
火
災
激
防
に
奴
を
付
け
て
、
心
を
引
締
め
る

期
で
、
人
の
心
も
緩
み
か
け
る
時
期
で
あ
り
、
依
候
的
広

も
、
乾
燥
し
た
風
の
強
い
時
期
で
あ
る
。

に
も
限
度
が
あ
り
、
牛
月
A
T

一
ヶ
月
佼
な
ら
、
緊
張
も
持

火
災
抽
周
防
遡
問
は
、
此
の
時
期
を
ね
ら
っ
て
や
る
の
が

宮
中
は
結
構
に
は
違
い
な
い
が
、
人
間
の
緊
磁
の
持
続
時
間

最
も
効
回
端
的
な

の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
二
月
か
＝
一月
以

に
大
々
的
に
行
う
方
が
、
十
月
に
行
う
よ
り
も
、
は
る
か

無
咽
品
だ
九
ぅ
。

績
出
来
宇
う
が
、
必
・
年
間
も
持
縦
さ
せ
よ
う
と
云
う
の
は
、

に
鴨
川
効
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。



咋
今
全
国
的
化
大
火
が
頻
々
と
し
て
超

っ
て
居
る
が
、
火
災
の
多
い
四
月
を
新
潟

市
防
火
委
員
合
で
は
春
季
初
烈
火
災
月
削
と

し
て
第
三
回
消
防
祭
も
併
せ
、
一
大
防
火

運
動
を
展
開
非
常
な
成
川市
を
納
め
た
。

ト
平
年
に
入
っ
て
、

三
月
ま
で
の
新
潟
市

火
災
献
況
は
、
昨
年
に
比
し
て
増
加
し
て

居
っ
た
が
四
月
は
無
火
災
月
間
運
動
に
よ

っ
て
件
数
、
坪
数
損
害
と
夫
々
減
少
せ
し

め
た
の
で
、
四
月
末
現
在
は
昨
年
同
期
に

比
し
、
件
数
は
四
件
の
増
で
る
る
が
坪
敢

に
於
て
は
九

一・

七
五
坪
、
損
害
に
於
て

は
五
、
六
三
四
、
八
四

O
聞
と
、
夫
々
減

少
せ
し
め
る
事
が
出
来
た
っ

叉
第
三
回
新
潟
市
消
防
祭
は
、
四
月
十

九
日
新
潟
市
、
新
潟
市
防
火
委
員
併
の
共

俄
で
、
特
に
今
回
は
東
京
消
防
腐
音
楽
隊

を
招
轄
し
市
中
行
進
並
に
大
野
外
演
奏
合

を
暴
行
し
た。

東
京
消
防
踊
背
柴
陵
一
行
二
十
九
名
の

無

火

災

月

間
一
と

行
進
は
、
消
防
自
動
車
陵
を
加
え
て
午
前

九
時
キ
同
副
隊
長
の
指
揮
の
下
に
東
新
潟

を
出
費
、
市
内
メ
I
ン
ス
ト
リ
1
下
を
行

進
し
大
和
、
小
林
雨
デ
パ
ー
ト
前
陀
於
て

は
歓
迎
の
テ

I
ブ
や
花
吹
雪
一
ア
を
浴
び
て一

瞬
華
麗
な
祭
典
緯
巻
を
繰
り
展
げ
荘
重
な

「
行
進
曲
軍
艦
」

の
メ
ロ
デ

ー
が

一
際
生

彩
を
加
え
消
防
祭
に
相
癒
し
い
鮮
か
な
光

長
を
州
き
出
し
た。

市
役
所
前
に
於
て
小

強
の
後
、
再
び
行
進
鯨
鹿
前
に
到
着
、
院

場
に
於
て
内
藤
隊
長
の
指
揮
に
よ

P
小
演

炎
A
W
H

を
開
い
て
行
進
を
終
了
し
た
。

午
後

一
時
半
品
目
柴
除
は
宙
開余
の
市
民
間

裁
に
よ
る
的
手
に
迎
え
ら
れ
て
、
合
場
白

山
市
替
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
入
場
金
市
民
を
代

表
し
て
の
和
同
市
防
火
委
員
長
令
嬢
か
ら

内
藤
隊
長
に
撤
迎
の
花
束
が
贈
ら
れ
た
。

厳
粛
な
同
歌
吹
奏
の
裡
に
闘
旗
掲
揚
、
官
同

場
粛
と
し
て
八
年
振

P
K浸
る
感
激
で
あ

っ
た
。
村
同
市
長
、
和
問
市
防
火
委
員
長

よ
り
夫
々
主
催
者
と
し
て
の
挨
拶
、
知
事

新
市
山
市
防
火
委
員
曾

委
員
長

代
理
野
々
山
副
知
事
の
来
賓
耐
即
が
あ
っ

て
演
奏
に
入

p
、
同
副
隊
長
指
揮
で
第
一

部
「
平
和
の
光
ー
一
「
夜
の
警
錆
一
「
演
・
溢
」

「
元
雄
花
見
町
り
」
を
第
二
部
門
雌
隊
長

指
揮
で
「
越
後
獅
子
一
一
森
の
鍛
治
国
一

一
箪
艦
行
進
曲
一
及
「
宣
議
集
了
乞
演
奏

信
濃
河
畔
畑
町
花
開
漫
の
春
風
陀
戸
一
麗
な
吹

奏
楽
の
メ
ロ
ヂ
ー
を
諜
わ
せ
、
名
山
%
。
惜

し
く
も
深

口
感
銘
を
残
し
て
午
後
一一一時
大

演
奏
舎
の
事
を
閉
じ
た
c

引
続
い
て
午
後
二
一
時
中
十
ー
か
ら
市
営
グ
ラ

ウ
ン
ド
脇
河
畔
に
於
て
、
新
潟
消
防
3
誇

り
と
す
る
ド
ラ
ム
儲
六
本
の
油
に
よ
る
沖

天
乞
焦
す
大
火
災
に
釘
し
カ
タ
ズ
を
飲
む

観
衆
を
ア
ツ
ト
悶
嗣
う
聞
に
消
火
せ
し
め
た

鮮
か
な
消
火
訓
練
と
共
同
札
、
全
市
民
え
の

防
火
思
想
普
及
川
却
揚
に
多
大
の
成
果
を
場

げ
て
午
後
四
時
中
T

盛
大
な
第
三
回
消
防
祭

の
行
事
を
終
了
し
た
。
と
の
無
火
災
月
間

の
成
果
は
、
関
係
方
蘭
に
非
常
な
感
銘
主

興
え
、
一
ヶ
月
間
を
無
火
災
で
過
し
た
十

手口

閑

4
J
口

田

ケ
地
．
M
一
（
全
市
十
七
ケ
地
京
中
）
と
懸
内

小
・
中
明
生
の
防
火
作
文
入
選
ポ
ハ
表
彰
式

は
五
月
十
五
日
・
附
工
合
議
所
に
於
て
行
う

設
定
で
あ
る
。
ハ
杓
持
田
れ
は
消
防
祭
九
百
同
情
に
於

げ
る
泉
京
消
防
磁
式日一
然
隊
の
大
口
A
t
－
可
実
）
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棲
仲
汁
一
高
景
編

危

険

薬

ロ
ロロ

類

東

大

助

教

妓

l爆

i接
1性

の

I 物 1

1質i

a 

山
ロ
グ
ン

化
窒
素

塩
化
山
市
一
中
東
沃
化
窒
素

雷

酸

塩

官
・
米
小
川
酸
金

宙

酸
銀

重
金
属
の
窒
化

物

堂
化
鉛

智一
化
銀

重
金
属
の
ア
セ
チ
レ
ン
化
会
物

銅
ア
セ
チ

レ
ン
化
合
物
銀
・
水
銀
・
ア
セ
チ
レ
ン
化
合
物

多
量
の
酸
素
を
含
有
す
る
塩
類
及
び
過
酸

化

物

塩
素
酸
ア
ン
モ
ン
塩
素
酸
第

一
錫

過
マ
ン
ガ
ン
酸
ア
ン
モ
ン

ア
ン

モ
＝
ユ
ウ

ム

の

臭

素

盤

沃

素

塩

ク

ロ

ム

酸

塩

重
ク

ロ

ム
酸
塩

過

塩

素
酸
塩

過
硫
酸
塩
過
硫
酸
カ
リ
ウ
ム

銀

・
水
銀

・
鉛

・
ア
ル

ミ－一

ウ
ム
の
塩
素
酸
盟
過
茨
酸
カ
リ
ウ
ム

〆

過
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
硝
酸
ア
ン
モ
ン
過
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

ヒ
ド
ラ
デ
ン
及
び
ヒ
ド
ロ
キ
ジ

Y
ア
ミ
ン

ヒ
ド
ラ
デ
ン
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ア
ミ
ン
及
び
共
等
の
塩
類

b c d e f 

1111『Ill’lllllllllllllllllllllll1llllllllllllllll

g 

高
度
ユ
ト
ロ
化
有
機
物

＝
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
＝
ト
ロ
マ
ン
畠
ツ
ト

a
ト
ロ
セ
ル
回
1
4
h

ヂ
ュ
ト
ロ
及
び
ト
リ
－
一
ト
ロ
ベ
ン
ゾ
ー
ル
ト
リ
昌
ト
ロ
ト
ル
オ

ー
ル
ト
リ
ュ
ト
ロ
キ
シ
ロ
ー
ル
ト
リ
昌
ト
ロ
メ
シ
チ
レ
ン

ヂ
＝
ト
ロ
フ
エ
ノ
1
ル
ピ
ク
リ
ン
酸

F
P
＝
ト
ロ
ク
レ
ゾ
ー
ル

ト
リ
ュ
ト
ロ
レ
ゾ
ル
シ
ン
ト
リ
＝
ト
ロ
ア
－
－

P
ン

有
機
ア
セ
チ
レ
ン
化
合
物

ヂ
グ
イ
＝
ル
ア
セ
チ
レ
ン

h 
忠
明
火
性

の

物

質

2 3 

空
気
に
鯛
れ
て
按
火
す
る
も
の

黄

燐

還

元

＝

ツ

ケ

ル

還

元

鎖

ハ

粉

末

）

ヂ
ウ
ム
黒

摩
擦
に
よ
っ
て
容
易
に
脇
田
火
す
る
も
の

セ
リ
ウ
ム
合
金
ア
ン
チ
モ
ン
マ
ン
ガ
ン
合
金

一
水
の
吸
牧
に
よ
っ
て
自
然
様
火
す
る

一

一
も
の
及
い
隔

ル

K
滞
熱
ーげ
同
同
防

l
一

金
麗
ナ
ト
リ
ウ
ム
金
属
カ
リ
ウ
ム

イ

ド

）

生

石

友

護

煙

硫

酸

オ
キ

シ
塩
化
燐

塩
化
ス
ル
フ
リ
ル

塩
化
ア
セ
チ
ル

セ
ス
キ
硫
化
燐
制

a 

白
金
黒

パ
ラ

b 
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炭
化
カ
ル
シ
ウ
ム
（
カ
l
パ

無

水

燐

酸

五

塩

化

燐

塩
化
ア
ル
ミ
エ
ウ

ム

4 

引火
岐
市
一
い
物
1
｜
一

二
硫
化
茨
素
石
油
エ
ー
テ

ル

エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
石
油
ペ
ン

ヂ

ン

コ

ロ

ヂ

オ

ン

グ

イ

ス

コ

1

ス

ベ

ン

ゾ

ー

ル

メ
チ

ル
ア

ル

コ

ー

ル

エ

チ

ル

ア

ル

コ

ー

ル

ア

セ

ト

ン

ト

ル

オ

ー

ル

キ

シ

ロ

1
ル

ソ

ル
ペ

ン
ト
ナ

フ
サ
メ
チ
ル
ア
ク
リ
レ

1

メ
チ
ル
メ
グ
ア
グ
リ
レ

ー
ト

各
種
精
油
（
例
へ
ば
樟
脳

ト
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薄

荷

脳

松

根

油

ス

池

）

ラ

ツ

ク

シ
ク
ロ
．
フ

ロ
ベ
ン

テ
レ
ビ
ン
油

フ

1
ゼ
ル
油

レ
モ
ン
グ
ラ

テ
ト
ラ
リ

ン

黒
文
字
油

デ
カ
リ
ン

赤

燐

硫

化

燐

五

硫

化

ア

ン

チ

モ

ン

マ

グ

ネ

シ

ウ

ム

U
A
び
ア

ル
ミ

ニ

ウ

ム

粉

末

硫

黄

硫

化

批

素

セ

ル

ロ

イ

ド

ニ

ト

ロ

ベ

ン

ゾ

ー

ル

ア

＝

リ

ン

＝

ト

ロ

染

料

ナ
フ
グ
レ
ン

ア

ン

ス

ラ

セ

ン

韓

油

機

械

油

ワ

セ

リ

ン

流

動

パ

ラ

フ

ィ

ン

動

物

及

び

植

物

油

脂

フ

ル

フ

ラ

1
ル

木

タ

l
ル

樹

脂

生

ゴ

ム

等

右
の
他
特
に
燃
焼
し
易
い
物
質

プ

タ

ヂ

エ

ン

メ

チ

ル

ア
ク
リ
レ
ー
ト

メ
チ
ル
ヴ
イ
ユ
ル
ケ
ト
ン

メ
チ
ル
メ
グ
ク
リ
レ
ー
ト
乾
燥
性
植
物
油
脂

（
例
へ
ば
亜
麻
仁
油

桐

油

荏

油

等

）

一副
劇
団
｜
川
崎
剛
山
川
＼一

硝

酸

カ

リ

ウ

ム

硝

酸

ナ

ト

リ

ウ

ム

硝

酸

バ

リ

ウ

ム

護

煙

硝

酸

過

酸

化

バ

リ

ウ

ム

重

ク

ロ

ム

酸

カ

り

ウ

ム

沃

素

般

カ

リ

ウ
ム
等

重
合
は
ょ
っ

τ著
し
く
按
熱
す
る
も
の

干

七

川
川
川
護
火
又
は
爆
白
川
崎
川
貯
げ
ぺ
川
｜
一

ハ
上
欄
の
も
の
に
下
欄
の
も
の
を
加
へ
る
と
危
険
）

臭酸塩
纏素
・叉
は
次
亜
塩
素

アア
ンン
司云 司云

アア
濃
厚
波 塩
化
ア
ン
モ
ン
濃
厚
液

物

混

質

合

危

険

質

物

名

業

電 防災韓
国家清防車推奨、
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沃

素

酸
化
銀
又
は
硝
酸
銀

塩
化
金
叉
は
酸
化
金

硝

酸

水

銀

酸

化

銀

酸

化

水

銀

ア
セ
チ
レ
ン

過
般
化
水
素
濃
M
伸
被

塩

素

酸

塩

峠
他
者
酸
カ
リ
ウ
ム

過
ア
ノ
ガ
ン
酸
カ
リ

ウ
ム
過
塩
素
酸
塩

然
水
ク
ロ
ム
酸
及
重

ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム

赤

燐
溌

煙

硝

酸

液

体

空

気

硝
酸

グ
ン
＝
ン
酸

酸
化
剤

燐

化

水

素

セ

レ
ン
化
水
素
沃
化
水
素

油

錯

肘

共

他

可

燃

性

物

質

エ

ー

テ

ル

ア

ル

コ
ー
ル
二
硫
化
山
夜
中高

石

油

砂

楠

ナ

フ

グ

レ

ン

樟

脳

テ
レ
ピ
ン

ア
セ
ト

ン

ヒ
ド
ラ
ヂ
ン
及
び
英
一
亙
硝
酸
又
は
そ
の
喜
一

の
水
和
物

一
沃
業

ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ア
ミ

一
重
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム
重
ク
ロ
ム
酸
ア

ン
モ
ニ
ウ
ム

一
ナ

ト

リ

ウ

ム

亜

鉛

粉

末

酸

化

バ
リ
ウ

ム

池

間

化

一
バ

リ

ウ

ム

過

酸

化

法

硫

酸

銅

過

マ
ン
グ

ン
椴
カ

↑
リ
ウ
ム

一
有
機
物
質

一
策

燐

水

素

（

日

光

）

ア

ン

チ

モ

ン

枇

業

制

一
民

鎗

亜

鉛

ア

ル

ミ

ニ

ウ

ム

等

の
金
属
粉
本

赤
燐

一
ア
ル
カ
リ
金
属
ア
ル
カ
リ
土
類

金
属
カ
リ
ウ
ム

一
捜

索

臭

素

沃

素

二

酸

化

輩

素

二

酸

化

管

業

一
一
過
酸
化
水
素
滋
厚
液

一
重
亜
硫
酸
ソ

ー
ダ
害

援

L〆溢白

金

業黒

ア
ン
モ
ニ
ア
又
は
そ
の
浪
厚
液

ア
ン
モ
＝
ア
水

ア
ン
モ
ュ
ア
水

炭
酸
ア
ン
モ
ユ
ウ
ム
液

エ
チ
ル
ア
ル

コ
ー
ル

マ
グ
、
ネ
シ
ウ

ム

セ

レ

ン

硫

黄

硫

化

物

（

硫

化

金

硫

化

水

銀

硫

化
ア
ン
チ
モ
ン
等
）

硫

業

燐

次
豆
燐
酸

銅
・
銀

・
水
銀
等
の
塩
類
ア
ン
モ
－
一
ア
及
び
損
気
の
存
在

の
下
で
は
是
等
の
金
属

過
隈
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
炭
化
カ
ル
シ
ウ
ム
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
粉
末
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム

粉

米

硫

黄

エ
ー

テ
ル
e

酷

酸

乳

酸

パ

ラ
フ
オ
ル
マ
ル
デ

ヒ

ド

葉

鋸

屑

木

茨

コ
ー

ク
ス
等

金

・
銀

・
白
金
等
金
属
粉
末

酸
化
水
銀
二
酸
化
マ
ン

ガ

ン

鉛

酸

化

物

茨

素

粉

末

硫

糞

木

炭

マ

グ

ネ

シ

ウ

ム

及
び
ア
ル
ミ
ェ
ウ
ム
粉
末

次
亙
燐
酸
塩
北
ハ
他
酸
化
せ
ら
れ
易
い
物
質

ア
ン
モ
ニ
ア
茨
酸
ア
ン

モ
ン

塩
化
第
一
錫

銀

ア

ル

ミ

ニ

ウ

ム

塩

硫

黄

燐

ア

ン

チ

モ

ン

粉

炭

淡

食

子

酸

共

他
可
燃
性
物
質

硫

黄

木

決

粉

末

共

他
可
燃
性
物
質

木
炭
粉
末
北
ハ
他
可
燃
物

ア
ン
チ
モ
ン
粉
末

ア
ン
モ
＝
ア

エ
ー
テ
ル

ア
セ
ト
ン
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と
教
育
：
・
j

i
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i
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i
－
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・
：
：
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閃

川
県
別
の
用
：
：
：
：
：
：
－
j

i
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i
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j

i
－－横

工
場
に
於
け
る
消
火
施
設
：
：
：
j

i
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j

i
－
－
：
：
：
中

煙
突
の
飛
火
に
よ
る
出
火
・
．．．．．．．．
．．
 
・・・・・：・・・・・・・・・・・：・・・・・塚

小
学
生
に
も
出
来
る
家
庭
の
火
災
防
止
調
査
・
．．．．．．．．
．．
 
・・・・今

製
薬
工
場
の
火
災
危
険
と
対
策
・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・・・・・・・宍

「
大
正
年
間
の
犬
火
」
「
昭
和
年
聞
の
大
火
」
・

エ
チ
ル
エ
ー

テ
ル

エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル

ア

セ

ト

ン

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

ベ
ン
・
ソ

1
ル

ト
ル
オ
ー
ル

ピ

リ

ヂ

ン

ガ

ソ

リ

ン

石

茨

ガ

ス

水

性

ガ
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天

然

ガ
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シ
ク
ロ
プ
ロ
ベ
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エ
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火 懲自ど映とにア部都不 lぬ
同周周間関同問問問問受別動ん寄っつセ代市 燃 火

料工火たフさいチ大大都危検
（ハ（（（（（（（（｜（場 災消イのてレ火火市険奈災日
11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 報火ル防」ン調のへハ便
）））））））〉〉））知器ム火 の夜危のン覧 害本

菓製石後電ぺ自印セ油製接がの心 災報険捷ド」海損
子築融業球＝動制ル脂粉置よ火得 筈き空空プ
エエエ倉エャ王手エロ製工とい 災危険 墜 と ツ 防害
場場場庫場板整場イ造場巴 E ~ 乙 量ItJr;J 
ののののの工備のド工の 耐開

火火火火火場工火力日場火 封と 議防 刊険
災災災.a-災災の場災エの災.a-

危険危険険地危険危険火火の危険エ場火地除 竺 行協

ととととと災危災との災危と 物曾
封封封封封憤危封火険封
策策策策策と除策災と策同日日技凶問努日同 I『l皮肉合ノ

封と危封 術家働 京雇I:I 
策封陰策 本本線i宵省本 工阪ス
策と 損長防産 漫火~ウ
封 鎖雌口業損敬エ
策 筈 2言、安授 Uス

筈血 i宵会主寄 本タ
陣防研 司王エ tilゾ

問問問閲同問問問問同同 保険塚研究保 桜 筈火

究所 得保災
険協 lfr晃険 準土除~
協曾済 協 鶴
曾誇箸主色 合 理年 課互
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烏

一
、
出
火
の
時
刻
昭
和
二
十
七
年
四
月

十
七
日
十
四
時
三
十
分
ハ
消
防
本
部
推

定
）
但
し
火
災
警
報
殻
令
中

三
、
鎮
火
の
時
刻
昭
和
二
十
七
年
四
月

十
八
日
・
：
零
時
半
頃
ハ
延
焼
阻
止
時
刻
）

縫

っ

十

八

日

三

時

を

以

っ

て

鎮

火

の

時
刻
（
新
聞
滋
表
〉
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
飛
火
に
よ
る
山
火
市
、
市
街
地
に

於
て
は
金
〈
火
災
が
終
熔
し
た
時
刻
、
或

は
残
火
が
燃
え
る
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
時

刻
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
‘
砥
俊
速

度
算
定
に
俊
川
ナ
る
た
め
の
時
刻
は
こ
の

阻
止
時
刻
を
採
別
す
る
の
が
よ
い
。
こ
の

大
火
に
お
い
て
は
延
焼
が
阻
止
で
き
た
時

刻
は
風
速
、
建
物
及
建
物
の
密
度
及
延
銭

速
度
等
よ
り
考
察
し
て
上
記
の
一
四
時
三

O
分
の
推
定
時
刻
が
安
静
的
の
様
で
あ
る
C

三
、
畳
知
の
時
刻
昭
和
二
十
七
年
四
月

十
七
日
十
四
時
五
五
分

四
、
駈
付
の
時
刻
第
一
、
昭
和
二
十
七

年
四
月
十
七
日
十
四
時
五
十
八
分
ハ
末

庚
消
防
署
〉

取

百
二
十
坪

七
、
失
火
の
原
因

火
元
失
火
の
原
因

に
つ
い
て
は
コ
一
つ

の
設
が
あ

p
目
下

調
売
中
で
あ
る
。

大

火

概

ロイ大ロイ玉 第
、~、町、、 註時二 陸

木六木火手烏 烏火，とる到第 一、のにこ温たそ O
遺坪造元来取高取元いの清言弓~昭時刻こ来のし t 二
千前平 建客車問主建 ：て長火上（空きちご詰 Zよ8末損
家後家 物）口好・口 物 と霊童水飴言己本ーあてう止るー O B賢害
建 建の 方次方のに火附たは部十る水駈めがの米 i白血

構 町郎町名なを始る本消七 C 事j 付 4号、火の防~
杉這 所 稽 つ錐し動部防年 退時な第元と聖書 i堅
皮 市有昼及て知た i原の〉四 足刻か 二は こ i才料
茸 替）屋びいし時浪自 月 しとつのたろ火翠

動（そを~~受ま十支：三完 Z 長 T 事 而

源烏のは指市ボ七すの盆たにれ定 委
温 取位 十し普 γ 日 る i士宮る i宵す約命 !T 
泉 市置五て ＇－＇ 7・ 十 ま現~ ~踊止る三~
新 時いにが五 で 揚 ~i厚め ー o 不 ： 

m 1: 

焔ら抜機米 Pたで近罰 B 屋配し；横 ぐ；；~~， : ,, 
帥し準用関前 3l.のめあ接前、 設根線ての 2さ鳥 、お i: 
ちた入と車後一飛終 Pし記汽い m 裏が原コ地耳元電荷主 ii 
、もししよ離方式戸、 、吉車三話器よオ木 1,tL市築 ！；I II 
A の屋 てりれ動 μ伍特そ方よ 係本 Pパにトて吉詑 i！ムニ＝＝＇.＿ I
よで根取のて源あ楽にの町り の部費 1 穴~前方
Pぁ裏設火い 温るし機距の の 失鑑 火ロあ糟記町
のるでけのる泉とて閥離空 飛 火 殺 し lけぎ＆：椎
飛と燃た粉がもいゐ車僅家火 で閥？とド作活家茸
火い接腰が前線うるはかは説 は係 0 tL業集へ抜
かうし屋、記路設の貨二烏 ：~ ~ とよ中ドの培
否説、根屋空よ。で物十取 : ~い P 室リ配業
か。ーの上家り 機の数躍 長吉う強屋ル線
は 時鎧にと約 開切米構 語結設焔天告と に六
時 に戸湯同五 ＊替前門 し呆 cし井使ド祭
間裂か祭様十 よの後に ては で裏用リ駐

（
昼
居
）

瓦
主主

ハ
公
衆
浴
場
）

的
忙
推
定
す
る
と
そ
の
建
物
の
構
造
傑
件

よ
り
判
断
し
て
あ
ま
り
に
早
念
で
あ
る
ω

換
言
す
る
な
ら
ば
A
よ

P
か
く
も
平
念
に

引
火
し
難
い
僚
件
に
あ
っ
た
と
い
う
の
が

隣
家
よ

P
の
飛
火
設
を
否
定
す
る
綴
績
の

様
で
あ
る
。

c、
信
鵠
所
ス
ト
『
プ
煙
突
鵠

最
後
に
目
下
慎
重
に
調
交
が
進
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
信
競
所
の
ス
ト
ー
ブ
の
煙

突
か
ら
出
た
火
の
粉
に
よ
る
飛
火
着
火
で

あ
る
と
い
う
設
で
あ
る
。
前
記
の
た
め
に

拘
引
さ
れ
た
嫌
疑
者
は
開
放
さ
れ
て
、
前

日
信
披
所
で
ス

ト
ー
ブ
を
焚
い
た
と
い
う

儲
道
職
員
が
妥
疑
者
と
し
て
そ
の
後
拘
引

さ
れ
て
い
る
。

設
、
六
月
二
十
日
現
在
で
は
、

「飛
火
消
火

設
」
が
、
最
も
有
力
で
あ
る
が
、
機
関
車

か
ら
か
信
銃
所
の
ス
ト
l
プ
煩
突
か
ら
か

は
決
定
さ
れ
て
な
い
。

八
、
災
害
の
程
度

損
害
額
内
諾

ハ
一
）
個
人
損
害
額
ハ
含
動
産
）

一
八
、
二
六
四
、

0
0
0千
回

（
二
）

官
公
街
そ
の
他
損
害
額

一、

O
六
二
、
三
九

O
千
闘

官
公
術

c 32 ) 

一
九
六
、

一
九

O
千
囲

公
共
施
設

四
六
三
、

0
0
0千
回
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鳥取市大火擢災建物面積調第二表

〈鳥取脂血建築課調〉I 5) I 7, 4, (2 1, 

ハ
4
V
伺

ν

1崎拓
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9鋭)6

1Jt 

5227 

I 82 1 I 
E 、

一 一一5228 I 104622 

577 

104540 

火

4,100 

1侃25

495 I 22,000 

9岐路｜ 243,920 

針合• 
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計

居

公
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商

その他 ｜三~~；－I /



丸

、

集

象

鳥
取
測
候
所
（
火
災
地
艶
よ

P
西
方
四

粁
）
殻
表
に
よ
る
営
時
の
気
象
観
測
記
録

は
弐
の
通
h
p
で
あ
る
。

数
日
前
よ
り
の
天
気
続
き
に
一
加
え
て
、

嘗
日
は
朝
来
南
々
西
の
暖
風
が
、
風
速
十

鳥取市大火災害表

｜掴災前 ｜据災毅 ｜比率｜ 備 考

人 ロl山人i26 000人｜例昭和26年7月現在
戸 家 111,7吋 5,228:1叫戸数l'l昭和前年7月現在

寸

「和平均…一褒業表8徳()I 鎗失建物面積i 120,909, 7.9的坪、情j業用2,2 ヱ
その他6,000、計16,gg、9坪銭保表

｜替市街地 2,312,300坪、この22%=
坪I 400，α）（） c宅地）：1,148,500野〈市街地〉従って

鎗失土地面積！13,544
100 000坪c山林）I 400,000 34% 
' ; l, 148,500 

ム吋い%［聞は昭和26年7月現在世帯数 i 13,000, 

！ 千闘！ i民間建物及官公衡を全部合めたもの
! 19,326,3901 ｜ 〈動産不動産共〉

， 

死傷者i 重傷 2名
経傷 3,963名

第 1表
主
た
る
工
場
、
舎
世

ご
八
六
、
＝
一

O
O千
固

銀

・－11 

一一一
O
、
0
0
0
千
回

線
合
計
〔
ハ
一
）
＋
合
一
）
〕

一
九
、
コ
一
二
六
、
一
－
一
九
O

〈註〉 ー上表の楢災訟はいづれも車華麗宝章表の情報及び災害概況による。

※官公証基く公共建築物〉は合まない。
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II 

大
火
嘗
時
の
風
速
及
風
向

泊＆

疋a

舞，
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4

2

4

2

 

1
瓜
ヰ
蒋

（
鳥
取
湖
山
測
候
所
観
測
値
）

火
災
現
場
よ

P
西
方
四
粁
の
地
艶

.19' 

I 官官
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」 、~ぞ｜ 彊き
15~~ 18時 ｜ 21時 O時

ia 1田 .3i盟 8I 21.2 : 鳥取測候所事事災千E潟〉極罰以ft-J. 20.8 10.5 下関じく火
より凶方4

古鳥 44 

風 8 SE 
風 速 ，io.s s.2 1 9.3 r 7.9 米最15米

降雨汲 ｜ 
o.1i 分

米
乃
五
十
五
米
の
強
風
で
あ
り
、
空
気
は

乾
燥
し
て
沿
り
、
火
災
警
戒
の
要
あ
る
紋

態
で
あ
っ
た
。

翌
朝
二
時
頃
、
風
の
方
向
が
縛
じ
、
一

時
は
火
の
廻
り
が
横
大
さ
れ
る
も
の
か
と

案
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
頃
よ
り
風
勢
の
衰

え
と
小
雨
に
よ
り
下
火
と
な
り
漸
く
午
前

一
－
一
時
鎮
火
・し
た
。
戸
前
頁
の
表
会
照
V

銭
本
調
査
は
、
火
災
保
険
都
及
大
阪
支
部

と
の
共
同
調
査
で
あ
る
。

補前競13頁「昭和年聞の大火j迫

要

編弁大震火災

町

摘擁災戸数

2.069 
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揚Err
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年月日丙暦
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脳

強
防
時
報
第
十
競
【
非
賀
川
口

一

〔
年
四
回
〕
（
一
・
凶
・
七
・
十
月
〉
受
行

一

昭
和
二
十
七
年
六
月
二
十
五
日
印
刷

一

昭
和
二
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三十年 の俸統に輝

泡消火器場長沼消火剤

く

園家消防店被定合格

損害保険科寧算定曾認定

10立
10立
20立

10立
10立

50～200立

C銅製顛倒式消火器
C餓製顛倒 式消火器
C開底背負式消火器
O船舶用開底式消火器
C船舶用破鉛顛倒式消火器
C手引用車輪付大型情火器
C連績抱笹生器

製

品

御一報カタログ遁呈

ヤマト

：~ 日本商曾製作所
本社工場大眠市東成区深江中プノー－三

電話東（94)3292, 3293 
東京都港区芝白金蔓町二ノ六七
電話大崎（49)0 2 I I 
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東京出張所
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専責特 許
蓄 監式 四盟 化 茨素消火器

ブ レ
〈自動車用 i,gal. ~ ， 舎gal. 一般用 3 ,gal. lgal.) 

金大消火銃

功績の不朽としき停統

JL-

輝か
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圏家消防麗検定合格

損害保険料率算定曾認定

運輸省認定

製造元

ゴールデンエンゼル株式曾社
東京都中央区銀座東6-7c尚工協合木扱館ピル〉
t宣言E 銀座 く57)2171 c代表）.5741(2）内線 208
東京都杉並区八成田ri s番 地
電話荻窪 く3 9) 2 0 8 2 

本社

エ場
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• 事
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圏家消防鹿按定合格
損害保険料率算定舎認定

初閉式水槽ポンプ消火器 初問式二重瓶消火器

初回 式泡沫消火器 初問式四堕化消火器

製r 株式初回型住師理冗曾枇初回袈作用

本 市上大阪市北区神明町七番地

東京営業所東京都中央直江戸橋三ノー

名古屋出張所名古屋市中区南大津通六ノ二

九州出張所稲岡市上洲崎町二十四帯地

北海道出張所札幌市南一僚西九丁目十一番地
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